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▼開拓120年祝う記念の落成式、第九交響曲の町民合唱

▼来年３月、初のスノーボード国際大会開催へ
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未来への　希望のつぼみを　育てよう　美しい町を　守りぬくため
【入選】東川町開拓120年記念標語　大城 里奈（東川中３年）

まち・タウン
○二小児童、キトウシの森で観察と写真授業
○五輪金メダリスト、柴田亜衣さんが夢にエール
○国際交流会館完成、トップ切って台湾留学生が入寮
○柔塾の佐藤さん、全試合一本勝ちで全国快挙
○来年用の収穫もうれし～12月、期待のワイン新発売　　ほか

今、生き生きと
○No.81　東川町国際交流員　ボグダノヴァ・クリスタさん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○百万ドルの景観を探そう‼
◇貸し出し図書・ビデオ紹介

大雪山の素顔
○Nature Column
　実りの秋　東川自然保護官事務所自然保護官　岸田春香さん
○本で知る ふるさとの山
　天野市太郎のペーパン登山口　町史編集専門員　西原義弘

A Word From Another World
○No.38　英霊記念日　カトリーナ・カイラさん

人生を拓（ひら）く
○第6回　23区　川瀬良二さん、和子さん
◇俳句

くらし・ネットワーク
○年末調整の説明会を開きます
○12月１日は町税第３期の納期限です
○開拓120年記念オリジナルナンバー交付
○無料法律相談会を開きます
○町のスクールバス始発、終着が地域交流センターに
○小集落内道路除雪支援交付金申し込みを受け付けます
○間口除雪サービス申請のご案内
○来年の成人式のお知らせ
○除雪の費用助成申請を受け付けています
○道道の冬期間通行止め　　ほか

子育てチャンネル
○子育ての妙　旭川こども冨貴堂　福田洋子さん

ミニ家庭医学講座
○第15回　高齢者の肺炎予防に肺炎球菌ワクチンが効果
　町立診療所副所長　古川倫也さん

インフォメーション
○11月の行事　　ほか

一小太鼓の熱演
（昨年11月、町民総合文化祭で）

◆職種／調理（2名）
◆内容／利用者様の食事提供（家庭料理程度）
◆時間／7：00～13：00　15：30～18：30
　　　　（交代制）※時間は相談に応じます。
◆時給／770円～（資格・経験に応じます）
◆職種／介護員
◆内容／利用者様に対する食事・入浴・排泄等の介助・居
　　　　室清掃
◆資格／ヘルパー２級以上
◆時間／9：00～18：00　※勤務時間は相談に応じます。
◆時給／800円～
◆健康な方。未経験者でも可能です！
ご不明点などありましたらお気軽にお電話下さい♪

来夢舘　東川
上川郡東川町西10号北34番地
TEL（0166）82-6555　FAX（0166）82-6556
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開
拓
１
２
０
年
祝
う
記
念
の
落
成
式
、第
九
交
響
曲
の
町
民
合
唱

　

東
川
小
学
校
（
大
久
保
善
邦
校
長
、
３
５

０
人
）
の
新
校
舎
が
完
成
し
、
10
月
11
日
、

隣
接
の
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
完
成
と
併

せ
て
落
成
式
を
開
き
ま
し
た
。

　

町
民
約
７
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
松

岡
市
郎
町
長
は
「
念
願
だ
っ
た
複
合
教
育
施

設
が
完
成
し
た
。
出
会
い
と
経
験
は
最
良
の

教
師
。
子
ど
も
た
ち
は
、
人
々
、
自
然
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
合
い
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
個
性
豊
か
な
素
晴
ら
し

い
人
生
を
経
験
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
式
辞
。
大
久
保
校
長
は
「
新
し

い
校
舎
で
勉
強
を
始
め
て
１
週
間
。
の
び
の

び
と
し
た
廊
下
、
広
い
体
育
館
、
２
つ
も
あ

る
音
楽
室
、
心
潤
す
美
術
、
緑
豊
か
な
広
場

が
あ
り
ま
す
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

十
河
凛
音
（
そ
ご
う
・
り
お
ん
）
さ
ん

（
６
年
）
は

「
ど
こ
も
使
い

や
す
く
、
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま

す
。
力
い
っ
ぱ

い
頑
張
っ
て
素

敵
な
歴
史
を
つ

く
っ
て
い
き
ま

す
」
と
児
童
を

代
表
し
て
う
れ

し
さ
を
伝
え
ま

し
た
。
（
関
連

記
事
17
〜
18
㌻
）

広
く
、明
る
く
、大
き
く
な
っ
て
新
東
小
落
成
式

広
く
、明
る
く
、大
き
く
な
っ
て
新
東
小
落
成
式

　

町
開
拓
１
２
０
年
、
新
東
川
小
学
校
の
新

築
完
成
を
記
念
し
て
、
10
月
19
日
同
校
体
育

館
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
交
響
曲
演
奏
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

同
演
奏
会
実
行
委
員
会
（
藤
田
尚
量
実
行

委
員
長
）
が
主
催
し
ま
し
た
。
演
奏
は
旭
川

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
（
村

田
紘
監
指
揮
）
。
女
声
独
唱
に
は
、

旭
川
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
鶴
田

玲
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
佐
々
木

智
美
さ
ん
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
男

声
独
唱
は
剣
淵
町
出
身
の
新
海
智
貴

さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）
、
旭
川
出
身
の

豊
島
雄
一
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）
の
４

人
が
加
わ
り
ま
し
た
。　

　

町
内
の
公
募
に
応
募
し
た
町
民
、

旭
川
合
唱
連
盟
の
団
員
、
旭
川
福
祉

専
門
学
校
の
学
生
１
０
２
人
に
加
え
、

札
幌
、
深
川
、
滝
川
、
千
歳
、
東
神

楽
か
ら
参
加
し
た
５
市
２
町
総
勢
２

８
０
人
の
合
唱
団
は
、
町
内
で
は
昨

年
６
月
か
ら
毎
週
１
回
程
度
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

約
８
０
０
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
場
内

に
４
人
の
ソ
リ
ス
ト
の
独
唱
が
高
ら
か
に
響

き
、
大
合
唱
が
重
な
っ
て
初
の
第
九
大
合
唱

は
大
成
功
。
大
き
な
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し

た
。

新
東
小
完
成
祝
っ
て
み
ん
な
で
第
九
合
唱

新
東
小
完
成
祝
っ
て
み
ん
な
で
第
九
合
唱

開
拓
１
２
０
年
祝
う
記
念
の
落
成
式
、第
九
交
響
曲
の
町
民
合
唱

　

東
川
町
の
開
拓
１
２
０
年
を
祝
う
中
心
行
事
と
し
て
、完
成
し
た
新
東
川
小
学
校
体
育
館
で
東
川

小
学
校
の
完
成
落
成
式
、第
九
交
響
曲
の
演
奏
・
町
民
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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「
今
の
自
分
が
ほ
か
の

人
か
ら
劣
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
も
あ
き
ら
め

ず
に
続
け
て
ほ
し
い
」
―
。

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年

の
ア
テ
ネ
五
輪
、
女
子
水

泳
８
０
０
㍍
競
技
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
元
水
泳
選
手
、

柴
田
亜
衣
さ
ん
（
32
）

（
神
奈
川
県
在
住
）
が
東

川
町
で
子
ど
も
た
ち
に
夢

の
実
現
に
向
け
て
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

10
月
14
、
15
の
両
日
、
東
川
小
学
校
で
開

い
た
（
公
）
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
、

東
京
）
主
催
の
「
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
夢
先
生
（
ユ
メ
セ
ン
）
」
の
先
生
と
し

て
来
町
し
ま
し
た
。

　

夢
の
教
室
は
４
年
目
。
日
本
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
元
サ
ッ

カ
ー
選
手
、
川
股
要
佑
さ
ん
（
29
）
も
一
緒

に
来
町
し
、
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
す
ゲ
ー

ム
で
機
敏
な
体
づ
く
り
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

柴
田
さ
ん
は
、
「
小
さ
い
時
の
目
標
は
良

い
記
録
を
出
し
た
時
に
く
れ
る
バ
ッ
ジ
集
め

だ
っ
た
」
「
中
学
時
代
の
目
標
は
全
国
大
会

出
場
。
成
績
は
下
か
ら
数
え
る
程
度
だ
っ
た
」

「
高
校
生
の
時
は
３
年
間
で
水
泳
を
や
め
る

つ
も
り
だ
っ
た
。
で
も
も
っ
と
速
く
な
れ
る

と
思
っ
て
い
た
」
「
大

学
で
の
目
標
は
、
自
分

の
記
録
を
破
る
こ
と
に

変
わ
っ
た
。
そ
し
て
大

学
３
年
生
の
時
、
日
本

代
表
に
な
れ
た
。
で
も

す
べ
て
予
選
落
ち
し
て

し
ま
い
悔
し
か
っ
た
。

世
界
大
会
で
決
勝
ま
で

残
り
た
い
と
思
っ
た
。

そ
の
世
界
大
会
と
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。
そ
の
時
目
標
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
に
な
っ
た
」
な
ど
と
小
さ
な
夢
と
目

標
を
一
つ
ず
つ
克
服
し
て
い
く
こ
と
が
大
き

な
夢
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
調
し
ま

し
た
。

可
）
は
、
旧
女
子
学
生
会
館
側
を
西
館
（
70

室
）
、
新
棟
を
東
館
と
呼
称
し
、
施
設
全
体

を
国
際
交
流
会
館
と
改
称
し
ま
し
た
。

　

旧
玄
関
ロ
ビ
ー
と
旧
管
理
人
室
ス
ペ
ー
ス

は
、
新
た
に
渡
り
廊
下
と
交
流
サ
ロ
ン
に
改

装
し
ま
し
た
。
今
後
は
町
内
の
専
門
学
校
に

通
う
学
生
と
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
に
来
日
し

た
海
外
留
学
生
、
研
修
生
の
宿
舎
と
交
流
の

場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

町
の
女
子
学
生
会
館
（
東
町
３
）
の
東
側

に
新
た
な
学
生
寮
（
東
館
約
千
４
０
０
平
方

㍍
、
42
室
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
。
10
月
２
日
、

台
湾
か
ら
来
日
し
た
長
期
留
学
生
が
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
入
寮
し
ま
し
た
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て
２
棟

の
施
設
（
延
べ
約
３
千
２
３
０
平
方
㍍
、
１

１
２
室
＝
１
室
２
人
で
最
大
２
２
４
人
入
寮

　

10
月
21
日
、
東
川
町
の
株

主
の
方
が
参
加
し
て
、
株
主

の
森
（
東
３
号
北
６
線
）
で

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
水
と
環
境
を
守
る
森
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
取
り
組
み
６
年
目
。
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
で
町
の
株
主
に
な
っ
た
方
が

各
地
か
ら
72
人
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

用
意
し
た
千
１
０
０
本
の
苗
木
は
、
野
球

バ
ッ
ト
原
料
と
な
る
ア
オ
ダ
モ
。
未
明
の
降

雨
で
肌
寒
さ
が
残
る
天
候
で
し
た
が
、
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
伐
採
後
の
跡
地
約
50
ア
ー
ル
の
広

さ
も
約
30
分
間
で
植
樹
を
終
え
、
「
こ
の
木

が
バ
ッ
ト
に
な
る
の
は
孫
の
世
代
だ
ね
」
な

ど
と
、
約
80
年
後
に
立
派
な
野
球
バ
ッ
ト
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
し

た
。

　

埼
玉
県
新
座
市
の
高

橋
陽
子
さ
ん
（
37
）
は
、

生
後
５
カ
月
の
長
女
、

咲
羽
ち
ゃ
ん
を
抱
き
な

が
ら
、
ご
主
人
と
一
緒

に
親
子
３
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

君
の
椅
子
ク
ラ
ブ
で
購
入
し
た
小
さ
な
椅

子
に
座
っ
て
い
る
咲
羽
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
撮

っ
て
、
君
の
椅
子
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
。

み
ご
と
準
優
勝
し
て
こ
の
日
表
彰
も
受
け
、

う
れ
し
さ
も
ひ
と
し
お
の
よ
う
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
株
主
と
な
っ
た
方
は
全

国
３
千
45
人
。
延
べ
９
千
７
２
１
万
９
千
円

（
９
月
末
日
現
在
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

株
主
の
森
植
樹
、今
年
も
全
国
か
ら
参
加

株
主
の
森
植
樹
、今
年
も
全
国
か
ら
参
加

幼
児
セ
ン
タ
ー
に
実
の
成
る
木
植
樹

幼
児
セ
ン
タ
ー
に
実
の
成
る
木
植
樹

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、柴
田
亜
衣
さ
ん
が
夢
に
エ
ー
ル

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、柴
田
亜
衣
さ
ん
が
夢
に
エ
ー
ル

二
小
児
童
、キ
ト
ウ
シ
の
森
で
観
察
と
写
真
授
業

二
小
児
童
、キ
ト
ウ
シ
の
森
で
観
察
と
写
真
授
業

　

ロ
シ
ア
・
ソ
チ
冬
季
五

輪
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
の

女
子
パ
ラ
レ
ル
大
回
転
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
、
竹
内
智
香

選
手
（
30
）
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
、
来
年
３
月
、

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
の

キ
ャ
ン
モ
ア
・
ス
キ
ー
ビ

レ
ッ
ジ
を
会
場
に
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
国
際
カ
ッ
プ
ｉ
ｎ

東
川
大
会
を
開
く
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は

約
１
５
０
人
の
選
手
が
賞
金
を
競
う
予
定
で

す
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
の
本
格
的
な
国
際

マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
大
会
は
道
内
で
は
初
め
て
。

　

10
月
18
日
、
役
場
で
開
い
た
同
大
会
実
行

委
員
会
（
会
長
・
松
岡
市
郎
町
長
）
の
設
立

委
員
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　

開
催
は
、
Ｗ
杯
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
旭
川

大
会
開
催
後
の
翌
日
、
来
年
３
月
２
日
。
海

外
ト
ッ
プ
選
手
約
60
人
を
招
待
、
加
え
て
日

本
人
選
手
90
人
程
度
の
出
場
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

キ
ャ
ン
モ
ア
・
ス
キ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
ス

キ
ー
場
中
腹
に
約
３
０
０
㍍
の
特
設
ス
ラ

ロ
ー
ム
コ
ー
ス
（
デ
ュ
ア
ル
方
式
）
を
設
置
。

デ
ュ
ア
ル
ス
タ
ー
ト
の
パ
ラ
レ
ル
回
転
競
技

で
賞
金
を
競
い
ま
す
。

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体
験
講

習
会
、
一
般
ボ
ー
ダ
ー
と

出
場
選
手
と
の
競
技
会
も

開
く
予
定
。
竹
内
選
手
は

「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
が

も
っ
と
日
本
の
子
ど
も
た

ち
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
。

大
会
を
継
続
し
て
10
年
後
、

20
年
後
に
日
本
の
選
手
が

世
界
の
中
で
活
躍
す
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
世
界
の
ト
ッ
プ
選

手
と
日
本
の
選
手
が
同
じ
コ
ー
ス
で
競
技
を

体
験
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

に
い
ろ
い
ろ
な
野
鳥
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

同
企
業
体
は
宮
坂
建
設
工

業
㈱
（
帯
広
、
宮
坂
寺
文
社

長
）
、
し
ず
お
建
設
運
輸
㈱

（
士
別
、
今
井
優
子
社
長
）

の
共
同
事
業
体
。
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
に
発
生
し
た

忠
別
川
上
流
左
岸
の
道
道
旭

川
天
人
峡
美
瑛
線
天
人
峡

地
区
道
路
決
壊
事
故
後
の

関
連
復
旧
工
事
で
、
旭
川

開
発
建
設
部
石
狩
川
砂
防

事
業
の
忠
別
川
上
流
河
川

床
工
事
を
担
当
し
て
お
り
、

地
域
貢
献
事
業
と
し
て
植

樹
し
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
、
宮
坂
・
し
ず
お
経
常
建
設
共

同
企
業
体
忠
別
川
上
流
床
固
め
工
工
事
（
小

松
弘
樹
所
長
）
作
業
所
の
皆
さ
ん
が
、
幼
児

セ
ン
タ
ー
（
伊
藤
和
代
園
長
）
に
グ
ミ
と
サ

ク
ラ
ン
ボ
の
苗
木
４
本
ず
つ
を
寄
贈
、
植
樹

し
ま
し
た
。

　

持
参
し
た
樹
高
約
２
㍍
の
苗
木
を
し
っ
か

り
と
植
え
込
み
ま
し
た
。
園
内
に
は
実
の
な

る
木
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
今
ま
で
以
上

　

10
月
７
日
、
第
二
小
学
校

の
３
、
４
年
生
約
20
人
が
キ

ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
秋
の
森

観
察
と
森
の
写
真
撮
影
を
し

ま
し
た
。

　

同
小
の
総
合
学
習
の
一
環
。

秋
の
写
真
撮
影
と
環
境
授
業

を
組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。
講

師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利

活
動
）
法
人
ね
お
す
の
木
村

恵
巳
さ
ん
。
晩
秋
の
キ
ト
ウ
シ
山
展
望
閣
周

辺
を
散
策
し
、
紅
葉
に
染
ま
る
里
山
の
風
景
、

コ
ク
ワ
の
実
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
木
の
実
な
ど
、

身
近
に
あ
る
豊
か
な
自
然
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

林
の
中
に
は
、
特
定
外
来
生
物
と
し
て
帰

化
し
た
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、
タ
ン
ポ
ポ
モ

国
際
交
流
会
館
完
成
、ト
ッ
プ
切
っ
て
台
湾
留
学
生
が
入
寮

国
際
交
流
会
館
完
成
、ト
ッ
プ
切
っ
て
台
湾
留
学
生
が
入
寮

来
年
３
月
、初
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
国
際
大
会
開
催
へ

来
年
３
月
、初
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
国
際
大
会
開
催
へ

ド
キ
な
ど
の
外
来
植
物
も

い
っ
ぱ
い
。
林
の
生
態
系

が
外
来
生
物
に
浸
食
さ
れ

て
き
て
い
る
様
子
な
ど
も

学
び
ま
し
た
。
四
季
折
々

の
キ
ト
ウ
シ
山
の
自
然
を

観
察
し
て
撮
影
記
録
し
、

キ
ト
ウ
シ
山
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
り
に
生
か
す
計
画

で
す
。

　

環
境
省
で
取
り
組
ん
で
い
る
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
環
境
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
人

づ
く
り
事
業
と
し
て
、
札
幌
市
立
清
田
小
と

と
も
に
道
内
２
カ
所
の
取
り
組
み
を
兼
ね
ま

し
た
。

来町した柴田さん（左）と川股さん（東小の音楽室
で）
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10
月
13
日
、
町
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
（
新
東
川
小

隣
り
）
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

か
ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〜
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

か
ら
の
お
く
り
も
の
」
と

題
し
て
開
き
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
ふ

る
さ
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ラ
ッ
ピ
県
ロ
ヴ
ァ

ニ
エ
ミ
市
か
ら
、
エ
ス
コ
・
ロ
ト
ゥ
ヴ
ォ
ネ

ン
市
長
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
（
ヴ
ェ
イ
ヨ
・

ウ
ー
シ
タ
ロ
さ
ん
）
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
ア

テ
ン
ダ
ー
（
キ
ル
ス
テ
ィ
・
ウ
ー
シ
タ
ロ
さ

ん
）
、
ロ
ヴ
ェ
ル
ミ
エ
市
の
民
族
合
唱
団
・

ベ
ル
カ
ン
ト
合
唱
団
８
人
ら
13
人
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　

美
し
い
コ
ー
ラ
ス
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
謡

を
披
露
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
「
本
物
？
」
と
び
っ
く
り
。

「
年
は
い
く
つ
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
に
、

「
３
０
０
ま
で
は
数
え
た
ん
だ
け
れ
ど
、
そ

の
先
は
分
か
ら
な
く
な
っ
た
よ
」
な
ど
と
茶

目
っ
気
た
っ
ぷ
り
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ラ
ト
ビ
ア
民
話
を
も
と
に
し
た
絵
本
「
も

り
は
い
い
と
こ
ろ
」
（
東
川
町
、
三
木
卓
著
）

の
朗
読
も
し
ま
し
た
。
挿
し
絵
を
描
い
た
ラ

ト
ビ
ア
芸
術
大
学
生
の
デ
ィ

ア
ー
ナ
・
カ
イ
ヤ
カ
さ
ん
も

ラ
ト
ビ
ア
か
ら
来
町
、
学
生

３
人
と
一
緒
に
朗
読
に
加
わ

り
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

３
年
前
の
東
日
本
大
震
災
後
、

関
東
学
院
大
学
の
学
生
が
中

心
と
な
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
市
も

賛
同
し
、
本
場
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
来
日

し
て
各
地
を
訪
れ
、
一
緒
に
励
ま
し
を
届
け

る
活
動
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

通
信
制
の
星
槎
大
学
高
校
郡
山
学
習
セ
ン

タ
ー
の
生
徒
４
人
も
来
町
し
、
中
学
生
だ
っ

た
当
時
の
思
い
出
、
そ
の
後
の
現
地
の
様
子

な
ど
も
話
し
ま
し
た
。

農
家
、
養
鶏
農
家
ら
関
係
者
約
20
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
席
上
、
樽
井
組
合
長
は
「
昭
和

50
年
半
ば
ま
で
は
町
内
で
豚
も
馬
も
飼
っ
て

い
た
。
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
い
ず
れ
も
、
そ

の
命
を
い
た
だ
い
て
私
た
ち
の
体
が
支
え
ら

れ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
か
つ
て
町
の
発

展
を
支
え
て
く
れ
た
農
耕
馬
や
豚
、
鶏
な
ど

家
畜
に
感
謝
を
込
め
て
慰
霊
し
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
、
町
畜
産
振
興
協
議
会
（
会

長
・
樽
井
功
東
川
町
農
協
組
合
長
）
が
主
催

し
て
南
町
２
丁
目
の
忠
別
公
園
家
畜
感
謝
の

碑
で
家
畜
感
謝
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

年
一
回
、
町
の
礎
と
な
っ
た
家
畜
を
慰
霊

す
る
た
め
に
開
い
て
い
ま
す
。
町
、
町
議
会
、

町
農
業
委
員
会
、
東
川
町
農
協
、
町
内
の
酪

　

10
月
11
日
、
小
学
生
の

た
め
の
英
語
ク
ラ
ブ
・
め

だ
か
ク
ラ
ブ
が
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
き
ま
し
た
。

　

約
１
４
０
人
の
小
学
生

と
幼
児
、
お
母
さ
ん
で
会

場
は
い
っ
ぱ
い
。
町
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
、
カ
ト
リ
ー
ナ
・
カ

イ
ラ
さ
ん
、
８
月
に
赴
任

し
た
テ
イ
ラ
ー
・
バ
ネ
ッ

ト
さ
ん
、
ヘ
イ
リ
ー
・
ス

ト
ッ
ツ
さ
ん
の
３
人
に
加
え
、
道
内
６
市
町

か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
皆
さ

ん
が
悪
魔
や
魔
女
、
骸
骨
人
間
な
ど
に
ふ
ん

し
て
登
場
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い
お
化
け

屋
敷
、
パ
ン
プ
キ
ン

ホ
ッ
ケ
ー
、
魔
女
の

占
い
、
ク
リ
ス
マ

ス
・
ボ
ー
ル
釣
り
、

フ
ェ
イ
ス
・
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
、
さ
い
こ

ろ
づ
く
り
な
ど
、
楽

し
い
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
「
ト
リ
ッ
ク
・

オ
ア
・
ト
リ
ー
ト

（
お
菓
子
を
く
れ
な

き
ゃ
い
た
ず
ら
す
る

ぞ
）
」
と
、
会
場
を

巡
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。

　

日
本
語
を
学
び
に
来
て
い
る
台
湾
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
研
修
生
も
会
場
に
遊
び
に
来
て
、

大
に
ぎ
わ
い
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
は
し
ゃ
ぎ
、め
だ
か
ク
ラ
ブ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パー
ティ
ー

大
は
し
ゃ
ぎ
、め
だ
か
ク
ラ
ブ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パー
ティ
ー

南
国
、ベト
ナ
ム
料
理
に
舌
鼓

南
国
、ベト
ナ
ム
料
理
に
舌
鼓

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
た

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
た

来
年
用
の
収
穫
も
う
れ
し
〜
12
月
、期
待
の
ワ
イン
新
発
売

来
年
用
の
収
穫
も
う
れ
し
〜
12
月
、期
待
の
ワ
イン
新
発
売

　

町
内
で
東
川
町
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
柔

塾
を
指
導
し
て
い
る
整

骨
院
経
営
の
佐
藤
克
広

さ
ん
（
56
）
＝
北
町
３

丁
目
＝
が
、
第
38
回
日

整
全
国
柔
道
大
会
（
10

月
13
日
、
東
京
講
道
館
）

で
、
北
海
道
代
表
チ
ー
ム
の
大
将
と
し
て
本

道
チ
ー
ム
を
３
位
入
賞
に
導
く
大
活
躍
。
全

国
５
人
だ
け
と
い
う
優
秀
選
手
賞
も
獲
得
し
、

ダ
ブ
ル
受
賞
の
快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

第
37
回
北
整
全
道
柔
道
大
会
（
８
月
、
千

歳
市
開
基
記
念
総
合
武
道
館
）
の
50
代
の
部

に
５
年
連
続
出
場
、
連
続
優
勝
を
果
た
し
、

今
年
も
全
国
大
会
に
出
場
。
全
道
大
会
の
年

代
別
優
勝
者
５
人
で
結
成
す
る
団
体
戦
の
大

将
と
し
て
、
全
試
合
一
本
勝
ち
で
北
海
道
代

表
チ
ー
ム
に
20
年
ぶ
り
入
賞
を
も
た
ら
す
大

活
躍
。

　

「
去
年
優
勝
の
強
豪
、
近
畿
代
表
Ａ
チ
ー

ム
が
準
々
決
勝
で
四
国
代
表
に
敗
れ
た
こ
と

で
ツ
キ
が
回
っ
て
き
た
。
準
決
勝
で
は
中
堅
、

副
将
の
２
人
が
試
合
中
に
け
が
を
し
て
し
ま

い
、
も
う
ダ
メ
か
と
思
っ
た
」
と
辛
勝
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

日
整
全
国
大
会
の
２
週
間
前
に
は
、
日
本

ベ
テ
ラ
ン
ズ
国
際
柔
道
大
会
（
第
11
回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大

会
）
＝
９
月
20
、
21

日
・
東
京
講
道
館
＝

の
Ｍ
６
・
90
㌔
㌘
級

に
初
出
場
で
初
優
勝

も
飾
り
、
年
代
別
個

人
戦
、
団
体
戦
と
も

に
全
国
ト
ッ
プ
の
王

座
を
勝
ち
取
る
大
活
躍
。
こ
の
大
会
優
勝
で

次
回
の
マ
ス
タ
ー
ズ
世
界
柔
道
大
会
出
場
権

も
獲
得
し
ま
し
た
（
18
㌻
各
種
大
会
成
績
参

照
）
。

　

25
年
続
け
て
い
る
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
団
員
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
そ
う
。

「
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
、
と
最
近
は
敬

遠
す
る
ん
で
す
」
と
残
念
そ
う
。

人
は
朝
早
く
か
ら
大
張
り
切

り
。
女
性
８
人
は
美
し
い
民

族
衣
装
、
ア
オ
ザ
イ
姿
で
町

民
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
能
力
試
験
１
級
合

格
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ゴ
ク
・

ハ
ー
さ
ん
（
22
）
は
「
ど
れ

も
ベ
ト
ナ
ム
を
代
表
す
る
料

理
で
す
」
と
流
ち
ょ
う
な
日

本
語
で
料
理
の
特
徴
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

暑
い
気
候
な
ら
で
は
の
少

し
酸
味
が
効
い
て
い
る
春
巻

き
、
あ
ん
み
つ
ぜ
ん
ざ
い
の

よ
う
な
甘
い
デ
ザ
ー
ト
、
黒

豆
の
チ
ェ
ー
な
ど
、
ど
れ
も

日
本
人
好
み
の
味
付
け
。

「
ど
れ
も
お
い
し
い
」
と
好

評
で
し
た
。

　

10
月
18
日
、
町
の
日
本
語
研
修
の
た
め
に

来
日
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
研
修
生
が
、
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
（
新
東
川
小
に
隣
接
）
で
初

の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
「
春
巻
き
」
「
煮
込
み
ビ
ー

フ
」
「
豚
肉
ロ
ー
ル
巻
き
」
「
黒
豆
の

チ
ェ
ー
」
の
４
品
。
３
カ
月
コ
ー
ス
の
日
本

語
研
修
で
来
日
後
ま
だ
１
カ
月
の
研
修
生
９

　

10
月
11
日
、
町
営
ブ
ド

ウ
畑
で
今
年
の
ブ
ド
ウ
収

穫
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

収
穫
し
た
セ
イ
ベ
ル
種
の

東
川
ワ
イ
ン
は
、
町
民
先

行
予
約
分
の
引
き
換
え
を

含
め
て
、
い
よ
い
よ
12
月

１
日
か
ら
２
千
８
０
０
本
を
発
売
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　

昨
年
か
ら
岩
見
沢
市
内
の
10
Ｒ
（
ト
ア
ー

ル
）
ワ
イ
ナ
リ
ー
経
営
、
ブ
ル
ー
ス
・
ガ
ッ

ト
ラ
ブ
さ
ん
、
ブ
ド
ウ
農
場
経
営
、
中
澤
一

行
さ
ん
２
人
に
栽
培
指
導
を
受
け
、
東
川
振

興
公
社
が
１
０
０
％
東
川
町
産
ブ
ド
ウ
原
料

で
ワ
イ
ン
委
託
醸
造
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
栽
培
管
理
を
導
入
し
昨
年
の
出

発
展
の
礎
築
い
た
家
畜
に
感
謝

発
展
の
礎
築
い
た
家
畜
に
感
謝

柔
塾
の
佐
藤
さ
ん
、全
試
合一
本
勝
ち
で
全
国
快
挙

柔
塾
の
佐
藤
さ
ん
、全
試
合一
本
勝
ち
で
全
国
快
挙

来
を
上
回
る
平
均
糖
度

18
度
と
い
う
際
立
つ
甘

さ
。
昨
年
よ
り
約
２
㌧

も
多
い
約
５
・
２
㌧
と

い
う
う
れ
し
い
収
穫
。

　

町
の
ぶ
ど
う
畑
は
、

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
西
２
号
北
18
）
と
７
線
道
路
沿
い
（
西
２

号
北
44
）
の
２
カ
所
。
ワ
イ
ン
原
料
と
な
る

セ
イ
ベ
ル
種
と
、
昨
年
か
ら
試
験
栽
培
用
ピ

ノ
ノ
ア
ー
ル
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
、
バ
ッ
カ
ス
、

ゲ
ヴ
ェ
ル
ツ
ト
ラ
ミ
ネ
ー
ル
、
シ
ル
バ
ー
ナ

５
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
収
穫
分
は
、
来
年
12
月
発
売
に
向

け
て
、
同
４
月
ご
ろ
か
ら
先
行
予
約
を
受
け

付
け
る
予
定
で
す
。
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こ
と
が
で
き
て
良
い
気
持
ち
に
な
れ

る
」
。

　

趣
味
は
旅
行
。
ラ
ト
ビ
ア
国
内
の
各

地
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
旅
し
、
日
本

国
内
は
、
山
形
大
学
留
学
時
に
、
福
島
、

宮
城
を
巡
っ
た
そ
う
で
す
。

　

料
理
の
文
化
に
興
味
が
あ
る
そ
う
。

「
ラ
ト
ビ
ア
国
内
で
も
、
西
と
東
で
は

文
化
が
全
然
違
い
ま
す
。
地
方

に
よ
っ
て
特
別
な
料
理
が
い
ろ

い
ろ
あ
る
。
西
の
ル
ー
イ
エ
ナ

に
比
べ
て
、
東
の
ラ
ト
ガ
レ
地

方
に
行
く
と
ラ
ト
ビ
ア
語
を
話

せ
な
い
人
た
ち
が
い
た
り
、
料

理
文
化
も
魚
料
理
に
対
し
て

ジ
ャ
ガ
イ
モ
料
理
で
す
。
北
海

道
の
料
理
を
も
っ
と
よ
く
知
り

た
い
」
。

◇

　

「
高
校
生
の
時
、
こ
れ
か
ら

何
を
し
よ
う
か
分
か
ら
な
か
っ

た
。
好
き
だ
っ
た
の
は
英
語
だ

け
。
ラ
ト
ビ
ア
大
学
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
『
何
し
よ

う
か
な
あ
』
と
見
て
い
て
、
ア

ジ
ア
学
科
の
日
本
語
、
中
国
語

が
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
一
番
難
し
い

の
を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

　

「
こ
の
町
に
入
っ
て
き
た
時
、
『
き

れ
い
な
町
だ
な
』
と
思
い
ま
し
た
。
一

番
い
い
と
思
っ
た
の
は
、
小
さ
な
お
店

が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
木
で
造
っ
て
い

る
家
が
い
い
な
っ
て
…
。
ラ
ト
ビ
ア
は

山
が
な
い
国
な
の
で
『
あ
ー
っ
、
山
が

あ
る
』
。
東
川
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
る

の
で
、
散
歩
す
る
時
い
つ
も
山
を
見
る

テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
自
分
が

笑
っ
て
た
」
。

　

留
学
が
終
わ
っ
て
ラ
ト
ビ

ア
に
帰
国
後
、
す
ぐ
に
日
本

に
戻
り
た
い
、
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。
「
今
、
こ
こ
に
い

ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。

北
海
道
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
見
た
い
。
ま
ず
は
稚
内
ま
で
行
き
た

い
」
。

お
母
さ
ん
に
進
路
の
選
択
の
話
を
し
た

こ
と
は
一
回
も
な
く
、
び
っ
く
り
し
て

い
ま
し
た
」
。

　

入
学
し
て
か
ら
学
び
始
め
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
と
て
も
流
ち
ょ
う
な
日
本

語
。
大
学
に
入
っ
て
か
ら
だ
ん
だ
ん
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
そ
う

で
す
。
「
日
本
語
の
発
音
が
大
好
き
。

で
も
敬
語
は
な
か
な
か
上
手
に
な
れ
ま

せ
ん
」
。

　

「
山
形
で
は
英
語
を
話
す
人
が
あ
ま

り
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
語
を
勉

強
す
る
た
め
に
良
い
こ
と
で
し
た
。
銀

行
も
郵
便
局
も
み
ん
な
日
本
語
し
か
話

せ
な
い
か
ら
、
手
続
き
が
必
要
な
ら
、

そ
こ
に
行
っ
て
、
頑
張
っ
て
日
本
語
で

話
す
し
か
な
い
。
日
本
に
来
た
時
、
最

初
は
み
ん
な
が
な
ぜ
笑
う
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
。
で
も
１
年
経
っ
て
み
た
ら
、

今
、生
き
生
き
と

　

町
の
国
際
交
流
員
に

な
っ
て
よ
う
や
く
３
カ

月
目
。
今
年
７
月
、
ル

ー
イ
エ
ナ
町
を
訪
問
し

た
東
川
町
訪
問
団
一
行

の
通
訳
を
担
当
し
た
こ

と
が
初
仕
事
で
し
た
。

そ
の
後
８
月
下
旬
か
ら

約
３
週
間
、
東
川
の
高

校
生
を
ラ
ト
ビ
ア
に
同

行
し
て
訪
問
交
流
を
図

る
案
内
役
に
。
短
期
間

に
ラ
ト
ビ
ア
と
日
本
と

の
間
を
行
っ
た
り
来
た

り
。
そ
の
後
も
ラ
ト
ビ

ア
展
示
会
の
準
備
に
追

わ
れ
、
よ
う
や
く
町
の

様
子
を
楽
し
む
ゆ
と
り

が
出
て
き
た
様
子
。
間

も
な
く
訪
れ
る
初
め
て

の
冬
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

8181

東
川
町
国
際
交
流
員　

ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ァ
・
ク
リ
ス
タ
さ
ん

ル
ー
イ
エ
ナ
町
に
派
遣
し
た
東
川
の
高
校
生
を
案
内
し
ま
し
た

（
９
月
１
日
、
ル
ー
イ
エ
ナ
高
校
で
）

ボグダノヴァ・クリスタさん
　ラトビア・クルゼメ地方タオ
シィ町出身、27歳。ラトビア大学
人文科学部アジア学科修士卒業
（日本文化専攻）。今年８月から
東川町国際交流員（地域活性課）。
2008（平成20）年から１年間、
山形大学に留学。前任のウナ・
ヴォルコヴァさんとは、ラトビア
大学の在学時に２年間同級生だっ
た友人同士。

山形大学に留学中、日本の和服着付けも学びました▶
（2009年５月）

留学生の研修でスペース那由他を訪問
（2009年10月、山形県上山市）
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貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

百
万
ド
ル
の
景
観
を
探
そ
う
‼

　

１
年
を
通
じ
て
感
動
す
る
、
心
に
残
る
、
い

や
生
き
方
が
変
わ
る
と
い
う
絶
景
を
「
百
万
ド

ル
の
景
観
」
と
言
う
ら
し
い
。
こ
の
百
万
ド
ル

の
景
観
は
、
個
々
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
東
川
町
で
出
合
え
る
場
所
を
探
し
て

み
よ
う
。

　

ま
ず
大
雪
山
で
あ
る
。
町
中
か
ら
見
る
大
雪

山
の
初
冠
雪
、
澄
み
切
っ
た
青
空
と
山
肌
が
織

り
な
す
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
秋
の
大
雪
山
の
雄
姿

と
連
峰
は
絶
景
だ
。
倉
沼
川
に
架
か
っ
て
い
る

西
３
号
の
橋
か
ら
の
旭
岳
も
良
い
。
北
工
学
園

「
ふ
れ
あ
い
の
郷
」
か
ら
望
む
大
雪
山
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
季
節
の
最
高
の
雄
姿
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
旭
岳
で
は
高
山
植
物
が
咲
き
誇

る
お
花
畑
、
そ
の
展
望
台
か
ら
見
る
広
大
さ
と

き
ら
き
ら
輝
く
ダ
ム
湖
も
素
晴
ら
し
い
。
天
人

峡
温
泉
の
羽
衣
の
滝
へ
至
る
赤
と
黄
色
に
染
ま

る
紅
葉
も
美
景
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
半
は
自

然
景
観
で
あ
る
。

　

次
に
キ
ト
ウ
シ
で
あ
る
。
キ
ト
ウ
シ
展
望
閣

や
そ
の
周
辺
か
ら
見
る
景
観
も
「
北
の
平
城
京
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
。
区
画
整
理

さ
れ
た
水
田
と
碁
盤
の
目
に
区
切
っ
て
い
る
道

路
は
、
人
々
の
暮
ら
し
空
間
で
あ
り
、
四
季

折
々
の
盆
地
の
姿
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

春
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
豊
富
な
雪
解
け
水
が
田
に

張
ら
れ
、
沈
む
夕
日
で
黄
金
色
に
染
ま
る
景
観

は
、
生
命
力
を
感
じ
心
に
残
る
。
春
か
ら
夏
に

か
け
て
緑
化
し
た
水
田
は
、
盆
地
に
敷
き
詰
め

た
芝
生
の
よ
う
で
も
あ
る
。
そ
し
て
秋
に
輝
く

稲
穂
は
、
黄
金
の
絨
毯
（
じ
ゅ
う
た
ん
）
だ
。

冬
は
夜
景
が
ま
た
素
晴
ら
し
い
。
こ
ち
ら
は
暮

ら
し
の
景
観
、
文
化
景
観
で
あ
る
。

　

住
民
が
作
り
出
す
緑
と
花
の
家
庭
空
間
も
実

に
素
晴
ら
し
い
景
観
で
あ
る
。
大
雪
山
の
自
然

と
住
民
の
暮
ら
し
が
、
調
和
し
た
景
観
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
冬
の
季
節
が
到
来
す
る
。

家
庭
や
山
の
木
々
に
積
も
る
雪
や
平
地
に
風
の

力
で
で
き
る
雪
の
造
形
美
も
絶
景
で
あ
る
。
こ

う
し
て
見
て
み
る
と
本
町
に
は
語
り
切
れ
な
い

景
観
が
あ
る
。

　

一
人
ひ
と
り
に
は
自
ら
誇
り
と
す
る
百
万
ド

ル
の
景
観
が
あ
る
。
自
然
を
大
切
に
し
、
人
々

の
暮
ら
し
の
中
で
自
然
と
調
和
し
出
来
上
が
っ

て
い
く
景
観
、
そ
ん
な
景
観
を
誇
り
と
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 

☞  
http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

こぶたのぶうくん（児童書）
著：小沢正　刊：鈴木出版

　あるところに「ぶうくん」という
こぶたがいました。ある日、ぶうく
んはお風呂に入りたくなくて、ま
るはだかのままうちの外に飛び
出します。あわてて追いかけたの
は、せっけんとタオルとあらいお
け！　丘の上まで逃げたぶうくん
がすべって転がりたどり着いた
のはなんとおおかみの家。どうな
るぶうくん!?

風立ちぬ（DVD アニメ）
発売元：ウォルト・ディズニー・ジャパン

　大正から昭和へ。1920年代、日
本は不景気と貧乏、病気、大震災と、
生きるには辛い時代だった。そして戦
争へと突入していく。そんな時代、イ
タリアで航空機会社を創業した航空
技術者、航空機設計者のカプローニ
伯爵と、日本の戦闘機、零戦を設計
し誕生に情熱を傾けた青年技術者、
堀越二郎の青春を描く。薄幸の少女
菜穂子との出会いと別れを軸に、カ
プローニに対する時空を超えた尊敬
と友情が描かれる。（１２６分）

明日の子供たち（一般書）
著：有川浩　刊：幻冬舎

　三田村慎平は、営業マンから児
童養護施設「あしたの家」に転職
した新任職員。やる気は人一倍あ
る。しかし勤務３年目の先輩女性、
和泉からはいきなり叱られ、見た目
は陰気だが信頼の厚いベテラン職
員、猪俣にもさとされてしまい、やる
気はどうにも空回り。さらに入所し
ている中でも「問題のない子」と思
われている泰子にも、なぜか嫌わ
れたようで…。

松
岡
市
郎

百
万
ド
ル
の
景
観
を
探
そ
う
‼
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大雪山の素顔
実りの秋
　東川の町中にも紅葉が下りてきて、朝晩はめ
っきり冷え込むようになりましたね。今年のお
米はとても味が良いようですが、皆さんもう新
米は口にされたでしょうか？
　秋といえばスポーツの秋、芸術の秋、読書の
秋…とさまざまに表現されますが、やはり実り
の秋です（食欲の秋とも言いますね）。秋の実
りは動物たちの動きにも大きく関わりますし、
植物たちにとっても来年に向けて子孫を残すた
めの勝負の季節でもあります。今年は山でも木
の実の実りが良く、ヒグマが里に出る心配も少
し減るかも、という話もあり、少し安心すると
同時に冬眠に向けて動物たちがおなかいっぱい
食べることができると良いな、と山に思いをは
せます。
　町中で見る木の実の中では、一番目立つのは
ナナカマドの実でしょうか。真っ赤な実は冬に
雪をかぶっている様子を見かけることも多いと
思いますが、他の木の実と比べてやけに長い間
見ることが出来るな、と不思議に思われる方も
いるのではないでしょうか。

　実はこの実、ソルビン酸という殺菌効果が強
くカビや細菌の増殖を抑える働きがある成分を
含んでいるため、長い間腐らずに鮮やかなまま
木についていることが出来るのです。きっと長
い間鳥に食べてもらって、種子を広範囲に散布
してもらうためにこの形に行き着いたのでしょ
う。進化の不思議さを感じますね。
　ちなみにこの実、人間が食べてもとっても苦
くておいしくないので、赤くておいしそうに見
えても食べないようにしましょうね！

　

終
戦
の
３
年
後
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）

年
に
旭
川
の
小
学
校
教
師
、
天
野
市
太
郎
が

「
大
雪
山
登
山
案
内
」
を
東
京
の
「
日
新
社
」

か
ら
発
行
し
て
い
ま
す
。
食
料
は
も
ち
ろ
ん
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
が
不
足
し
て
い
た
時
期
に
、

充
実
し
た
登
山
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
出
版
さ
れ

て
い
た
の
で
す
。
本
の
定
価
は
２
０
０
円
で

す
。

　

天
野
は
旭
川
師
範
学
校
（
現
北
海
道
教
育

大
学
旭
川
校
）
を
卒

業
、
旭
川
市
立
朝
日

小
学
校
を
振
り
出
し

に
、
戦
時
中
は
旭
川

市
の
教
育
行
政
に
参

画
し
ま
す
。
戦
後
学

校
教
育
に
戻
り
、
旭

川
の
新
町
、
旧
日
章
、

東
五
条
の
各
小
学
校

長
を
歴
任
。
そ
の
間
、
放
送
教
育
、
保
健
教

育
、
特
別
支
援
学
級
な
ど
に
尽
く
し
、
退
職

後
も
旭
川
家
庭
教
育
懇
話
会
で
活
躍
し
ま
し

た
。

　

登
山
家
で
も
あ
り
、
松
山
温
泉
（
現
天
人

峡
温
泉
）
か
ら
旭
岳
へ
登
り
始
め
た
の
が
14

歳
か
ら
で
、
「
大
雪
山
は
俺
の
山
」
と
豪
語

す
る
ほ
ど
良
く
登
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は

谷
川
を
渡
り
、
断
崖
絶
壁
を
這
う
よ
う
に
進

み
、
温
泉
宿
は
小
屋
同
然
、
そ
ん
な
時
代
か

ら
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

案
内
書
に
は
手
書
き
の
図
面
や
ス
ケ
ッ
チ

を
入
れ
、
旭
川
か
ら
東
川
ま
で
、
東
川
か
ら

志
比
内
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
程
を
丁
寧
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。
旭
川
電
気
軌
道
の
電
車

と
、
木
材
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
す
る
以
外

は
す
べ
て
徒
歩
で
す
。
登
山
口
は
松
山
温
泉

と
勇
駒
別
温
泉
（
現
旭
岳
温
泉
）
を
中
心
に
、

層
雲
峡
、
愛
山
渓
の
４
地
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
縦
走
コ
ー
ス
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

天
野
は
、
沼
ノ
平
か
ら
旭
川
市
東
旭
川

ペ
ー
パ
ン
（
米
飯
）
へ
下
る
コ
ー
ス
を
「
面

白
い
将
来
性
が

隠
さ
れ
て
い
る
」

と
紹
介
し
て
い

ま
す
。
１
９
５

４
（
同
29
）
年
、

第
９
回
国
民
体

育
大
会
山
岳
競

技
が
大
雪
山
で

開
催
さ
れ
た
と

き
、
Ｄ
班
コ
ー
ス
と
し
て
「
ペ
ー
パ
ン
↓
松

仙
園
↓
永
山
岳
↓
比
布
岳
↓
黒
岳
↓
北
海
岳

↓
旭
岳
↓
勇
駒
別
温
泉
」
ま
で
が
組
ま
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
も
天
野
は
、
東
旭
川
地
域
の
人
た

ち
や
家
庭
教
育
懇
話
会
で
ペ
ー
パ
ン
か
ら
登

山
を
繰
り
返
し
、
大
雪
山
に
最
も
取
り
つ
き

や
す
い
登
山
口
と
し
て
維
持
発
展
に
努
め
ま

し
た
が
、
今
は
知
る
人
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
ガ
イ
ド
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

天
野
市
太
郎
の
ペ
ー
パ
ン
登
山
口

東川自然保護官事務所自然保護官  岸田 春香

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実
を
つ

い
ば
む
ギ
ン
ザ
ン
マ
シ
コ
（
昨
年
1
月
）

小学校教員だった天野市太郎が戦後
まもなく書いた『大雪山登山案内』

町
史
編
集
専
門
員　
西 

原 

義 

弘
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.38
Remembrance Day   Catrina Caira 

!is month I thought I would tell you about an event I went to in Ottawa on a 
November day in 2005, the Canadian year of the （※）veterans. Since I was living 
in Ottawa, the capital city of Canada, I went to the national Remembrance Day 
ceremony. !is is a day when many Canadians remember and honor past and 
present soldiers as well as pray for peace. It was already very cold in Ottawa; the 
high was 3.5°C before the wind.  I joined thousands of people who came to see 
the ceremony.  A train had picked up veterans from across Canada for the event. 
!ey joined many marching bands and other people as part of the large parade 
which started the event. Once everyone was in place, we listened to the national 
anthem, "O Canada," and then a lone bugler played "!e Last Post." Many 
wreaths were laid on the cenotaph of the Unknown Soldier, and speeches were 
made. !en at 11:00, everyone was quiet for 2 minutes, remembering the cost of 
war. A 21 gun salute followed—the roar of the guns and canons was even louder after the silence. Finally, the bells rang 
out from the Peace Tower in a song written just for that day.  As the ceremony came to a close, my friends and I tried to 
identify the di"erent uniforms people were wearing. Some went as far back as the world wars, although most were those 
of our modern peace keeping troops. After a morning of beautiful music and moving speeches, it was time to go get 
lunch and get warm again.

第112回

人生の中心にはいつも英語があった
　「日本の若い人はみんな英語が話せるの？」。いき
なり聞いてきたのは、アルル国際写真フェスティバル
の敏腕ディレクター。50代のフランス人です。「いや
いや、全然。だからできるようになってほしくて、中
学生に教えているんです」と答えたら、こんなことを
話してくれました。
　いわく、母はイギリス人の父を持ちながら英語がま
ったく話せなかったこと。それを悔やんで、11才の時

から17才まで毎年１カ月間、自分をイギリスにホーム
ステイさせてくれたこと。おかげで18才のときには、
一人でイギリスをヒッチハイクできるまでになったこ
と。また、そのホームステイ先の子供の一人がたまた
ま暗室を持っていて、自分も写真に興味を持つように
なったこと。そうして彼は、たまたま英語を話せるア
シスタントを募集していた写真のギャラリーで仕事に
就くのです。そこで認められたことがすべての始まり
でした。
　その後、フランスのアルル国際写真フェスティバル
を二度も立て直した彼ですが、その運営にも英語が欠
かせなかったそうです。いわく「フランス人はとかく
自国民でかたまりがち。そんな中で自分が成功できた
のは、英語を話すことで多くの貴重な機会を生かせた
から。気づけば、自分の人生の中心にはいつも英語が
あった。だから、中学生に伝えてほしい。絶対英語は
できた方がいいよ。人生変わるから」。日本の中学生
への熱い熱いメッセージでした。

【ちょっと豆知識】宮地晶子

　veterans　という言葉が出ました。

日本では、「ベテラン」は「長い経

験があるその道の達人」という意味

でよく使いますが、英語では「退役

軍人」の意味が強い。では英語でベ

テランは？というと「expert」や

「an experienced」（経験のある）

が一般的です。

（訳：宮地晶子）

英霊記念日　カトリーナ・カイラ
　今月は、2005年（退役軍人のための年）11月、カナダの首都オタワで式典が行われたある一日のことをお話し
ましょう。当時はオタワに住んでいたので、国主催の英霊記念日の式典に参加しました。これは、カナダ人の多く
が平和を祈り、現在と過去の兵士に思いを致し敬う日です。この日はもうかなり寒く、風もあり最高気温が３・５
度でした。式典を見に来た多くの人たちに加わりました。この行事のためにカナダ中から列車で退役軍人が集まっ
てきます。イベントの始まりを告げる大きなパレードの一環として、彼らも多くのマーチングバンドと行進に参加
します。皆が出そろうと、国歌「オー・カナダ」が流れます。そしてソロのビューグラー（ラッパ手）が「ザ・ラ
スト・ポスト」を演奏します。無名戦没者の記念碑に多くの花輪がささげられ演説があります。そして午前11時
には、戦争の犠牲に対して２分間の黙とうをささげました。21発の礼砲―銃や大砲のごう音は、黙とうの後では
ひときわ大きく聞こえました。最後に、この日のための歌の鐘が平和の塔から響きます。式典が終わりに近づき、
友人と私は、人々の多様な軍服を見分けようとしました。第二次世界大戦までさかのぼる軍服を着ている人もいま
したが、ほとんどは現代の平和維持活動部隊のものでした。こうして美しい音楽と感動的な演説を午前中に聞き終
えたら、もう昼食を食べて暖まる時間でした。

エクスパート

イクスピアリエンスト
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　 俳　

句

逆
上
が
り
出
来
な
く
た
っ
て
栗
ご
は
ん

く
ぐ
り
戸
は
旧
家
の
名
残
り
虫
鬼
灯

か
ぼ
そ
さ
に
人
の
世
か
さ
ね
野
辺
の
虫

メ
フ
ン
漬
け
父
の
命
日
近
付
い
て

虫
し
ぐ
れ
し
ば
し
伏
せ
た
る
手
紙
か
な

秋
鮭
の
さ
ば
く
夫
の
手
い
さ
ぎ
よ
し

虫
博
士
知
識
の
深
さ
に
舌
を
ま
く

雪
虫
の
む
く
ろ
こ
こ
に
も
あ
る
命

コ
ス
モ
ス
の
場
所
は
選
ば
ず
咲
き
に
け
り

虫
か
ご
と
枕
並
べ
て
寝
る
児
か
な

手
に
受
け
し
巫
女
の
汲
み
来
し
秋
の
水

籠
の
虫
た
そ
が
れ
待
た
ず
鈴
を
握
る

散
る
為
に
日
毎
色
増
す
秋
い
と
し

秋
の
風
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
に
手
が
伸
び
て

蜻
蛉
飛
ぶ
空
い
っ
ぱ
い
に
絆
の
字

食
卓
に
秋
色
添
え
る
夕
餉
か
な

風
と
触
れ
お
日
さ
ま
に
触
れ
山
す
す
き

満
月
に
お
財
布
か
ざ
し
お
ま
じ
な
い

机
上
に
今
日
の
木
の
実
を
並
べ
た
り

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

佐
々
木　
里　
恵

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

俳　

句

俳　

句

人
生
を
拓
く

ひ
ら

６

　

良
二
さ
ん
は
、
富
山
県
出
身
の
入
植
農

家
二
男
。
学
校
を
卒
業
後
、
産
業
組
合

（
現
東
川
町
農
協
）
に
就
職
。
17
歳
で
徴

用
兵
と
し
て
日
本
製
鋼
所
（
室
蘭
）
、
終

戦
後
は
旭
川
の
北
海
道
麻
工
業
（
旧
旭
川

紡
績
工
場
の
前
身
）
に
勤
め
ま
し
た
。

　

和
子
さ
ん
と
は
旭
川
工
場
の
経
理
係
と

し
て
勤
務
時
代
に
職
場
恋
愛
。
１
９
４
９

（
昭
和
24
）
年
結
婚
、
28
歳
で
大
阪
市
吹

田
市
に
転
勤
し
、
長
く
大
阪
で
暮
ら
し
て
、

定
年
１
年
前
の
54
歳
で
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

和
子
さ
ん
は
２
人
の
子
を
育
て
、
夫
を

支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
盲
腸
を
こ
じ
ら

せ
３
回
の
手
術
を
経
験
し
ま
し
た
。
今
は

大
好
き
な
花
の
世
話
と
野
菜

作
り
を
楽
し
む
日
々
。
正
月

に
な
る
と
孫
６
人
、
ひ
孫
７

人
が
に
ぎ
や
か
に
集
ま
り

「
だ
ん
だ
ん
家
が
狭
く
な
っ

た
」
と
孫
た
ち
の
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年

ご
ろ
、
勤
務
先
の
工
場
長
に

勧
め
ら
れ
て
、
公
益
財
団
法

人
（
千
葉
県
柏
市
）
が
提
唱

し
て
い
る
モ
ラ
ロ
ジ
ー
（
倫

理
道
徳
）
の
実
践
と
啓
蒙
活
動
を
知
り
ま

し
た
。
大
阪
転
勤
後
の
30
歳
過
ぎ
、
ふ
と

誘
わ
れ
て
講
演
を
聞
き
に
行
き
、
多
忙
な

日
々
の
心
の
も
や
も
や
が
晴
れ
た
そ
う
で

す
。

　

そ
の
経
験
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
自
ら

そ
の
実
践
活
動
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
毎
月
発
行
し
て
い
る
心
を
育
て
る

入
門
編
の
小
冊
子
を
約
80
冊
購
入
し
て
知

人
に
配
布
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
以
来
、
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
知

人
や
町
の
公
共
施
設
に
届
け
て
い
ま
す
。

　

「
み
ん
な
自
分
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
に

苦
労
し
て
い
る
。
求
め
る
こ
と
は
多
い
け

れ
ど
、
与
え
る
心
は
な
か

な
か
持
て
な
い
も
ん
で
す
。

だ
か
ら
少
し
は
人
さ
ま
の

た
め
に
、
と
思
っ
て
。
東

川
に
こ
の
種
を
な
ん
と
か

ま
き
た
い
」
と
今
も
熱
い

思
い
で
活
動
を
続
け
、
寄

り
添
い
続
け
て
く
れ
た
和

子
さ
ん
に
「
65
年
間
よ
く

つ
い
て
き
て
く
れ
た
」
と

ね
ぎ
ら
い
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

か
わ　
せ 　

     　
り
ょ
う
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ず　
こ

川
瀬　

良
二
さ
ん
（
88
）
、
和
子
さ
ん
（
87
）
＝
23
区
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くらし
・

ネットワーク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

人のうごき　９月16日～10月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
父
雄太
寛仁
貴寛

　
母
侑花
智帆
絵美

　
行政区
北町２丁目
南町２丁目
17区

お 誕 生
生まれた子
阿部　こひる
藤倉　瑛奈
大泉　利理子

  あ   べ

ふじくら　   え  な

おおいずみ　り  り  こ

都市建設課工事、委託の入札結果　町公共工事、委託業務の入札結果をお知らせします。

９月18日 西5号道路改良工事 松井組工建㈱ 55,620 指名競争入札

〃 建設機械購入事業（除雪ドーザ13㌧級） コマツ建機販売㈱旭川支店 16,362 〃

〃 公営住宅北団地A3棟ストック総合改善工事 ㈱小岩組 38,124 〃

〃 公営住宅北団地A4棟ストック総合改善工事 ㈱小岩組 37,260 〃

〃 公営住宅南町1丁目団地基本・実施設計委託業務 ㈱アイエイ研究所 4,644 〃

〃 西部処理区管渠（きょ）新設工事（第2工区） 松井組工建㈱ 22,140 〃

〃 非常用発電設備設置工事（第2工区） ㈲大林電気工業 27,000 〃

林業専用道中の沢線測量設計委託業務 藤井測量設計㈱ 6,447.6 〃10月９日

㈱高組〃 レストランアルバータ大規模改修工事 56,916 〃

入札日 設　備　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、千円）
契約方法等

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,945人
3,707人
4,238人
3,504戸

4人
7人
49人
17人

　
29人）
19人）
10人）
19戸）

人口・世帯数　9月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区
東倉沼
21区
東雲
22区
北町２丁目
11区
東倉沼
12区

　
歳
62歳
96歳
96歳
79歳
93歳
67歳
100歳
81歳

おくやみ
亡き人
金盛　幸子
松友　ユキノ
古髙　ユキエ
寺島　忠幸
金巻　武男
宇髙　吉信
大澤　ミツ
佐久間　武

届出人
金盛　勇松
松友　明
古髙　一男
寺島　美和子
金巻　陽子
林　顕一
大澤　幸雄
佐久間　洋子

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
旭

川
年
金
事
務
所
で
お
問
い
合
わ
せ
に
お

答
え
し
て
い
ま
す
。
☎
72
│
５
０
０
４

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
２
３
、

２
２
４

無
料
法
律
相
談
会
を
開
き
ま
す

　

北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
主
催
の
無

料
法
律
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

　

同
４
時

場
所　

役
場
第
３
会
議
室
（
３
階
）

相
談
料　

無
料

申
し
込
み　

11
月
４
日
（
火
）
〜
同
月

　

21
日
（
金
）
ま
で
に
予
約
（
企
画
総

　

務
課
）

町
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
始
発
、終
着
が
地

域
交
流
セン
タ
ー
に

　

町
営
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
始
発
と
終
着

地
が
11
月
１
日
か
ら
改
編
に
な
り
ま
し

た
。
新
た
に
加
わ
る
停
留
所
は
、
新
東

川
小
に
隣
接
完
成
し
た
町
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
前
（
西
３
号
北
７
番
地
）
で
す
。

　

町
内
３
路
線
（
東
忠
別
線
、
北
忠
別

線
、
東
雲
・
上
岐
登
牛
線
）
す
べ
て
の

路
線
始
発
停
留
所
が
改
編
に
な
り
ま
す
。

運
行
時
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
一
部
変
更

に
な
り
ま
す
。
利
用
料
金
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
運
行
中
の
途
中
乗
下
車
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
全
区
間
ど
こ
か
ら
で
も

可
能
で
す
。

保
険
料
も
含
み
ま
す
。

　

10
月
１
日
以
降
の
本
年
度
中
に
納
付

す
る
保
険
料
の
税
額
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え

て
年
末
調
整
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

今
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
を
税
控
除
す
る
場

合
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬

に
送
付
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
、
ま
た
は

領
収
書
を
必
ず
添
付
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
控
除
証
明
書
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　

公
的
年
金
は
、
65
歳
以
上
の
方
の

経
済
的
基
盤
ば
か
り
で
な
く
、
不
慮
の

事
故
に
伴
う
死
亡
、
障
害
、
遺
族
給
付

（
子
の
加
算
あ
り
）
な
ど
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

　

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
今
年
か
ら
同
月

30
日
を
「
年
金
の
日
（
い
い
み
ら
い
）
」

と
し
て
公
的
年
金
制
度
の
普
及
、
啓
発

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト
」
を
活
用
し
て
ご
自
分
の
年
金
記

録
、
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
の

　

東
忠
別
線
は
「
西
3
号
北
１
線
」
停

留
所
を
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
前
停
留

所
」
に
変
更
し
て
停
車
し
ま
す
。
そ
の

後
『
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
↓
町
立
診
療

所
』
の
順
に
経
由
し
て
運
行
し
ま
す
。

北
忠
別
線
と
東
雲
・
上
岐
登
牛
線
は
い

ず
れ
も
『
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
↓
農
協

前
』
の
順
に
運
行
し
、
そ
の
間
の
運
行

時
間
は
い
ず
れ
も
１
分
間
で
す
。

　

東
雲
・
上
岐
登
牛
線
の
運
行
時
間
は
、

午
後
「
９
便
」
の
始
発
が
５
分
間
遅
い

午
後
６
時
13
分
、
同
「
10
便
」
の
始
発

が
10
分
遅
い
同
７
時
18
分
に
繰
り
下
が

っ
て
運
行
し
ま
す
。

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
公
共
施
設
管
理
室

☎
内
線
２
４
０
ま
で

小
集
落
内
道
路
除
雪
支
援
交
付
金
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

町
の
公
共
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
な
い
共
同
利
用
の
私
道
除
雪
費
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
11
月
１
日
（
土
）

か
ら
同
月
29
日
（
同
）
ま
で
冬
期
間
の

除
雪
支
援
交
付
金
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

交
付
額
は
１
戸
当
た
り
３
万
５
千
円

を
上
限
に
、
除
雪
経
費
の
個
人
負
担
実

績
額
で
す
。

　

交
付
対
象
の
道
路
は
、
①
町
民
が
居

住
す
る
１
戸
建
て
住
宅
が
道
路
沿
線
に

２
戸
以
上
あ
る
②
土
地
登
記
に
よ
っ
て

道
路
敷
地
が
他
の
敷
地
と
明
確
に
区
分

内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
延
滞
金
の
発
生
に
ご
注
意

　

税
金
、
料
金
の
納
付
が
遅
れ
る
と
、

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
し
た
日
ま
で

の
日
数
と
滞
納
額
に
応
じ
て
、
一
定
割

合
で
延
滞
金
を
賦
課
し
ま
す
。

　

納
期
限
内
に
納
付
し
た
方
と
の
実
質

的
な
負
担
の
公
平
と
期
限
内
納
付
の
促

進
を
図
る
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

▼
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

役
場
税
務
課
窓
口
、
次
の
金
融
機
関

で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
取

り
扱
い
で
き
な
い
支
店
あ
り
）
。

　

東
川
町
農
業
協
同
組
合
（
指
定
金
融

機
関
）
、
北
央
信
用
組
合
、
北
海
道
銀

行
（
指
定
代
理
金
融
機
関
）
、
北
陸
銀

行
、
北
洋
銀
行
（
収
納
代
理
金
融
機

関
）
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
（
道

内
）

12
月
１
日
は
町
税
第
３
期
の
納
期
限

で
す

　

町
税
（
町
道
民
税
、
固
定
資
産
税
）

の
第
３
期
分
の
納
期
限
は
12
月
１
日

（
月
）
で
す
。
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
て
い

る
引
き
落
と
し
預
貯
金
口
座
の
残
高
を

確
認
し
て
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
が
遅
れ
る
と
督
促
状
を
送
付
し
、

延
滞
金
を
賦
課
す
る
場
合
も
あ
り
、
滞

納
が
続
く
と
財
産
調
査
や
給
料
、
銀
行

預
金
な
ど
の
差
し
押
さ
え
、
不
動
産
、

動
産
の
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
願
い
ま

す
。

　

特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
納
期
限
ま
で

に
納
付
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
納
付
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
納
税
猶
予
、
分
割

納
付
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

町
税
は
、
町
の
根
幹
と
な
る
大
切
な

自
主
財
源
で
す
。
税
の
公
平
な
負
担
、

貴
重
な
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
期
限

 

税
務
課
か
ら

　

課
税
室
は
☎
内
線
１
２
３
、
１
２
４

収
納
室
は
☎
内
線
１
２
１
、
１
２
２

年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
き
ま
す

　

年
末
調
整
の
時
期
に
合
わ
せ
て
事
業

主
（
給
与
支
払
い
者
）
を
対
象
に
年
末

調
整
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　

年
末
調
整
の
仕
方
、
源
泉
徴
収
票
な

ど
法
定
調
書
の
書
き
方
、
各
種
控
除
の

取
り
扱
い
を
ご
説
明
し
ま
す
。
必
要
な

諸
用
紙
の
交
付
も
し
ま
す
の
で
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
は
、
給
与
支
払
い
者
が
従

業
員
等
の
源
泉
徴
収
税
額
を
精
算
す
る

大
切
な
手
続
き
で
す
。

日
時　

11
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
か

　

ら
（
午
後
１
時
半
受
付
開
始
）

場
所　

役
場
（
３
階
大
会
議
室
）

開
拓
１
２
０
年
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ

ン
バー
交
付

　

原
動
機
付
き
自
転
車
（
50
㏄
以
下
、

90
c
c
以
下
、
１
２
５
c
c
以
下
）
、

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
作
業
車
を

含
む
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
（
新

課
税
標
識
）
交
付
を
始
め
ま
す
。 

　

交
付
開
始
は
11
月
20
日
（
木
）
か
ら

で
す
。
開
拓
１
２
０
年
記
念
の
一
環
事

業
で
す
。
大
雪
山
の
山
並
み
を
基
調
と

し
、
お
米
の
収
穫
を
予
感
さ
せ
る
風
景

を
加
え
た
デ
ザ
イ
ン
標
識
で
す
。
開
拓

１
２
０
年
の
歩
み
を
感
じ
る
田
園
風
景

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

標
識
の

交
換
は
１

台
に
つ
き

１
回
限
り

で
す
（
標

識
の
交
換

に
よ
っ
て

自
賠
責
等

の
変
更
が
必
要
と
な
る
場
合
あ
り
）
。

番
号
の
指
定
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　

交
付
希
望
の
方
は
、
印
鑑
、
販
売
証

明
書
（
新
規
登
録
の
場
合
）
ま
た
は
譲

渡
証
明
書
、
標
識
交
換
の
場
合
は
現
行

標
識
必
要
書
類
を
ご
持
参
の
う
え
、
税

務
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
☎
内
線
１
１

１国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
健
康
保
険
や

厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
と
同
様

に
税
の
社
会
保
険
料
控
除
対
象
に
な
り
、

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
納
税
控
除
に

な
り
ま
す
。

　

控
除
と
な
る
の
は
、
そ
の
年
の
１
月

か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全

額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
し
た

夜間納税と相談の日

11月10日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

11月10日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

11月10日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

税務課収納室

　
行政区　
東町２丁目
南町２丁目

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
荒井　貞之　　　畠山　幸恵
林　秀樹　　　　宮﨑　麻子

50cc以下は白、90cc以下黄色、
125cc以下桃色、ミニカーは水
色、小型特殊は緑色

15 14Higashikawa  2014  November Higashikawa  2014  November



移動献血車
　移動献血車が来町します。

JA東川事務所前 9：30～11：00

旭川福祉専門学校前 12：30～13：30

東川養護学校 15：30～16：30

役場庁舎前 14：00～15：00

場 所 時 間実 施 日

12月8日
㈪

保健福祉課

11月の特定健診、がん検診
　集団健診とがん検診センターの送迎健診申し込みを受け付けています。詳細は保健指導室にお問い合わせください。

旭川がん検診セン
ター（バス送迎）

同左 特定健診（胃、肺、大
腸がん検診）、肝炎検
査、乳・子宮がん検診

1日まで（余裕あ
る場合は相談に
応じます）

11月17日㈪
（7:50集合）

東川町
保健福祉センター

旭川厚生病院 特定健診（胃、肺、大
腸がん検診）、肝炎検
査

7日まで
（上記同）

20日㈭、21日㈮
（7:00～9:00まで30
分ごとに受け付け）

場 所 検査機関 内 容 締 め 切 り日 時

保健福祉課

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

①11、12、17、　
　17西町、西、26
　の北１線から南１
　線までの区域
②東町１～３丁目、
　西町２～３丁目、
　南町１～３丁目、
　北町２～３丁目
③第一、第二、第三
　各地区の住宅団地
　内道路に面する住
　宅

 

入
口

除雪幅
宅地前入り口に
残る雪塊を取り
除きます

対 象 世 帯対象行政区
別　表

間
口
除
雪
の
イ
メ
ー
ジ

①65歳以上の一人暮らし世帯
（女性は60歳以上）
②65歳以上者の世帯
③重度障がいがある方だけの世
帯（身体障害１、２級、療育
手帳Ａ、障害者手帳１級、聴
覚障害と言語障害除く）
④65歳以上の方と重度障がい
がある方だけで構成される世
帯
⑤病気やけがなどで除雪作業が
困難と認められる世帯（年齢、
世帯要件問わず。申請を審査
し対象外もあり）
※以下は対象外
▶子らと同居している世帯（間
　口部分が同じ場合）
▶間口部分が道道に面している
　場合
▶公営住宅、民間集合住宅、介
　護施設などへの入居世帯
▶除雪サービス事業を利用して
　いる世帯

す
。
一
人
ず
つ
ご
希
望
の
時
刻
に
合
わ

せ
て
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

骨
盤
底
筋
体
操
教
室

　

加
齢
と
と
も
に
全
身
の
筋
力
が
低
下

し
、
骨
盤
底
が
緩
み
が
ち
。
教
室
で
は

呼
吸
法
を
使
う
骨
盤
底
筋
の
鍛
え
方
、

排
尿
の
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。
冬
季
の

運
動
不
足
や
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
簡

単
な
運
動
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　

①
骨
盤
底
筋
の
鍛
え
方
②
冬
場

　

の
運
動
不
足
軽
減
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

対
象　

町
内
在
住
の
方

定
員　

な
し
（
要
予
約
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
（
汗
ふ
き
用
）
、
飲

　

料
水
、
動
き
や
す
い
服
装

男
性
の
料
理
教
室

　

食
生
活
改
善
協
議
会
主
催
の
男
性
の

た
め
の
料
理
教
室
で
す
。
協
議
会
員
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
料
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

11
月
28
日
（
金
）

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
の
男
性

費
用　

１
０
０
円
（
食
材
費
の
一
部
）

内
容　

簡
単
な
料
理

締
め
切
り　

11
月
21
日
（
金
）

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）

11
月
は
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
児

童
を
見
か
け
た
時
、
子
ど
も
へ
の
虐
待

に
気
が
付
い
た
時
は
、
役
場
、
お
近
く

の
民
生
委
員
、
児
童
相
談
所
な
ど
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
通
報
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
法
律
で
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

○
近
所
で
児
童
を
た
た
く
音
や
叫
び

声
が
聞
こ
え
る
○
不
自
然
な
傷
が
多
い

子
ど
も
が
い
る
○
衣
服
や
体
が
い
つ
も

極
端
に
汚
れ
て
い
る
―
な
ど
は
虐
待
行

為
が
疑
わ
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。

　

ご
連
絡
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
室
ま
た
は
児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
│
０
６
４
│
０

０
０
（
24
時
間
）

教
育
委
員
会
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
５
８
６
、

５
８
７

来
年
の
成
人
式
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
成
人
式
は
、
来
年
１
月
11

日
（
日
）
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
き
ま
す
。

　

ご
案
内
は
、
11
月
下
旬
に
対
象
と
な

る
方
へ
郵
便
で
発
送
し
ま
す
。
町
内
に

住
民
登
録
の
な
い
方
で
成
人
式
に
参
加

を
ご
希
望
の
方
は
、
11
月
19
日
（
水
）

ま
で
に
参
加
希
望
者
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
、
連
絡
先
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

対
象
と
な
る
生
ま
れ
年
の
方
は
、
１

９
９
４
（
平
成
６
）
年
４
月
２
日
か
ら

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

栄
養
士

　

ま
で

間
口
除
雪
サ
ー
ビ
ス
申
請
の
ご
案
内

　

住
宅
が
密
集
し
て
い
る
市
街
地
地
区

な
ど
に
お
住
ま
い
で
、
冬
期
の
降
雪
時

に
自
力
除
雪
が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
、

間
口
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
世
帯
、
地
域
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
社
会
福
祉
室
で
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り

は
11
月
21
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

　

大
型
車
を
使
う
道
路
除
雪
作
業
の
後

で
、
除
雪
車
が
通
っ
た
後
に
、
間
口
部

分
に
残
る
雪
の
塊
を
小
型
除
雪
車
で
取

り
除
く
も
の
で
す
。

さ
れ
て
い
る
③
道
路
敷
地
の
所
有
者
が

居
住
者
以
外
で
あ
る
か
、
住
所
を
別
に

す
る
複
数
の
所
有
で
あ
る
―
の
す
べ
て

に
当
て
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
☎
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

食
事
か
ら
健
康
、栄
養
教
室

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
が
原
因
で
生
活
習
慣
病
が
増
え
て

い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

こ
と
を
柱
に
、
健
康
の
大
切
さ
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

　

身
近
な
食
材
で
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

食
生
活
の
見
直
し
と
健
康
を
考
え
る
機

会
に
し
ま
し
よ
う
（
希
望
者
は
食
生
活

改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取
得
可
）
。

日
時　

11
月
18
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

食
べ
て
防
ご
う
生
活
習
慣
病

「
肥
満
症
」
講
話
、
調
理
実
習
、
試

食
（
希
望
者
は
体
脂
肪
測
定
）

対
象　

町
民
ど
な
た
で
も

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
を
負

　

担
）

　

あ
く
ま
で
町
道
の
幅
員
内
で
行
う
も

の
で
、
道
路
に
面
し
て
い
る
宅
地
出
入

り
口
部
分
だ
け
を
作
業
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
個
人
の
敷
地
内
ま
で
入
っ
て
除

雪
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

間
口
除
雪
は
町
道
の
除
雪
作
業
後
に

除
雪
作
業
計
画
に
沿
っ
て
順
次
進
め
ま

子
育
て
講
演
会

　

子
育
て
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
、
子

ど
も
と
の
係
わ
り
方
の
具
体
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

対
象　

家
庭
に
い
る
親
子

定
員　

な
し
（
要
予
約
）

内
容　

子
育
て
に
つ
い
て

講
師　

北
海
道
子
ど
も
発
達
支
援
事
業

　

作
業
療
法
士
、
鈴
木
多
磨
子
さ
ん

家
族
運
動
会
を
開
き
ま
す

　

家
族
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
お
兄
ち
ゃ

ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き

ま
す
。 

日
時　

11
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ル
ー
ム

対
象　

家
庭
に
い
る
親
子

内
容　

親
子
で
楽
し
め
る
運
動
遊
び

講
師　

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
、
大
浦
厚
子

　

さ
ん

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
上
靴

（
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
）

「一緒
に
考
え
よ
う
」（
見
学
体
験
会
）

　

３
歳
児
以
上
の
お
子
さ
ん
の
様
子
を

参
観
す
る
見
学
会
で
す
。
昼
食
も
一
緒

に
食
べ
ま
す
の
で
、
来
年
度
幼
児
セ
ン

翌
１
９
９
５
（
同
７
）
年
４
月
１
日
ま

で
の
方
で
す
。

　

成
人
式
は
、
ご
両
親
、
地
域
の
皆
さ

ま
も
晴
れ
姿
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
一
緒
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

筝
、三
絃
、尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案

内　
町
、
町
教
育
委
員
会
は
、
町
開
拓

１
２
０
年
、
新
東
川
小
学
校
の
新
築
完

成
記
念
と
し
て
札
幌
音
楽
集
団
〝
群
〞

（
佐
薙
の
り
子
代
表
）
の
５
年
ぶ
り
３

回
目
の
公
演
「
筝
、
三
絃
、
尺
八
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時

（
午
後
１
時
半
開
場
）

場
所　

町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
新
東

　

川
小
に
隣
接
）

入
場
料　

無
料

出
演　

佐
薙
（
さ
な
ぎ
）
の
り
子
（
筝
、

　

十
七
絃
）
、
大
畑
豊
梢
（
と
よ
す
え
）

　

＝
筝
、
三
絃
＝
、
加
賀
豊
昌
恵
（
同
、

　

同
）
、
日
向
豊
都
（
と
よ
さ
と
）
＝

　

同
、
同
＝
、
五
十
嵐
良
山
（
尺
八
）
、

　

馬
場
雅
輔
（
た
だ
す
け
）
＝
同
＝
、

　

遊
座
芳
山
（
同
）
、
山
崎
和
男
（
舞

　

台
進
行
）

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
☎
82
│

5
1
0
0

タ
ー
に
入
園
予
定
の
お
子
さ
ん
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
21
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

費
用　

給
食
代
（
親
子
１
食
分
１
８
０

　

円
を
当
日
徴
収
）

定
員　

10
組
程
度

締
め
切
り　

11
月
14
日
（
金
）

内
容　

３
歳
児
（
平
成
23
年
４
月
２
日

　

生
ま
れ
以
降
）
、
４
歳
児
（
平
成
22

　

年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
）
の
お
子

　

さ
ん
と
保
護
者
の
見
学
体
験
会
（
各

　

ク
ラ
ス
で
体
験
見
学
）

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

青
木
さ
ん
が
道
社
会
教
育
委
員
表
彰

を
受
賞

　

町
社
会
教
育
委
員
の
青
木
哲
也
さ
ん

（
67
）
＝
26
区
＝
が
北
海
道
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
の
本
年
度
永
年
勤
続

社
会
教
育
委
員
表
彰
を
受
賞
し
、
10
月

16
日
稚
内
市
で
開
か
れ
た
第
54
回
北
海

道
社
会
教
育
研
究
大
会
の
席
上
、
大
島

峰
夫
同
協
議
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
か
ら
町
社

会
教
育
委
員
を
15
年
間
務
め
、
２
０
０

８
（
同
20
）
年
か
ら
同
委
員
長
と
し
て

町
の
教
育
環
境
充
実
に
尽
く
し
て
い
る

業
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は

町
学
社
連
携
推
進
協
議
会
長
と
し
て
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

の
充
実
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

上
川
管
内
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

表
彰
を
受
賞
。

西
３
号
交
差
点
に
待
望
の
信
号
機
新

設　
10
月
５
日
、
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
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そ の 他

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には
　入居できません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／今年11月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（保証人が２人いない場合は入居取り消し）
／定住促進課住まい室　☎82－2111（内線115、116）

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　※原則４人以上の入居者がいること
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出した月額所得が15万8千円以下（世帯全員分）
  ※ただし次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得が21万4千円以下（世帯全員分）
  ・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
  ・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
  ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
  ・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
  ・ハンセン病療養の方などがいる場合

①
・1戸（2階）
・26,100円～
　　69,300円

西団地A3
３LDK（78.80㎡） 北町2丁目7番

・家賃のほか温水器、暖房機、調理器
　のリース料あり（月額7,000円程度）
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　除雪費用は別途

・平成17年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・オール電化
・物置付き、駐車場1台
・ペットは認められません

受付期間 11月4日㈫～同月14日㈮
定住促進課住まい室
1戸

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

公営住宅の入居者募集 定住促進課

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（今年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は住まい室に用意しています。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

【柔道】
◆第38回日整全国柔道大会（10月13日・東京講道
館）
▼団体戦　③北海道代表（大将・佐藤克広）
優秀選手賞　佐藤克広（東川柔塾）
◆西部北海道柔道大会（９月21日・留萌市勤労者体
育センター）
▼中学校男子２年生の部　③須藤生雅（東川柔塾）
▼同同３年の部　②佐々木凜史（同）
◆2014年日本ベテランズ国際柔道大会・第11回日
本マスターズ柔道大会（９月20日・東京講道館）
▼M６（55‐59歳）90キロ級　①佐藤克広（北海道
東川町・東川柔塾）

【水泳】
◆第10回深川年齢別水泳競技大会（９月14日・深
川市温水プール）
▼９~10歳男子自由形（25㍍）　①丸一叶人（東川
水泳スポーツ少年団、以下同）
▼11~12歳同同（25㍍）　①紺野碧依
▼同同個人メドレー（100㍍）　③紺野碧依
▼８歳以下同背泳ぎ（25㍍）　③高石大成
▼同女子同（同）　②川口萌果
▼９～10歳男子同（同）　①丸一叶人②田代廉人
③下関煌正

▼11～12歳女子同（同）　②中西優生
▼９~10歳男子同（50㍍）　①丸一叶人
▼同同平泳ぎ（25㍍）　③中西慧
▼11～12歳同同（同）　②紺野碧依
▼同女子同（50㍍）　②鷲見莉子
▼９～10歳男子バタフライ（25㍍）　①田代廉人③
中西慧
▼11～12歳女子同（同）　③中西優生
▼８歳以下フリーリレー100㍍（25㍍×４）　②大
泉、田渕、藤田、高石
▼9～10歳同（同） ①田代、下関、紺野光、丸一
▼同メドレーリレー（同）　①丸一、中西慧、田代、下
関

各種大会成績

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
16
日
か
ら
10
月
15
日
ま

で
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

北
町
２
丁
目　
　

金
巻　

陽
子
様

21
区　
　
　
　
　

松
友　

明　

様

東
倉
沼
区　
　
　

金
盛　

勇
松
様

東
倉
沼
区　
　
　

大
澤　

幸
雄
様

29
区　
　
　
　
　

谷
地　

澄
子
様

東
雲
区　
　
　
　

古
髙　

一
男
様

　「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
随
時
お
受
け
い

た
し
ま
す
。
（
☎
82
―
７
５
０
５
）

奥　

山　

富　

雄

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

き
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
（
木
）

会
場　

共
生
サ
ロ
ン
こ
こ
り
ん
（
東
町

　

１
丁
目
７
│
10
）

対
象　

２
カ
月
か
ら
１
歳
前
後
の
幼
児

　

と
お
母
さ
ん

定
員　

６
人

締
め
切
り　

11
月
６
日
（
木
）

参
加
費　

千
５
０
０
円

内
容　

香
り
の
ス
プ
レ
ー
づ
く
り
、
赤

　

ち
ゃ
ん
に
優
し
く
タ
ッ
チ
ン
グ
、
ハ

　

ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
体
験

　

ま
で

対
象
道
路　

住
宅
玄
関
口
か
ら
公
道
ま

　

で
の
生
活
用
通
路
（
車
両
の
通
行
用

　

道
路
、
駐
車
場
除
雪
は
除
く
）

対
象
世
帯　

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当

　

す
る
方
（
子
供
が
町
内
に
居
住
し
て

　

い
て
も
別
居
世
帯
の
場
合
は
可
）
①

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
単
身
者
世
帯

　

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
②
在
宅

　

で
心
身
障
が
い
、
ま
た
は
疾
病
で
除

　

雪
困
難
な
世
帯
③
一
戸
建
て
住
宅
の

　

世
帯

助
成
額　

３
千
円
（
１
カ
月
定
額
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

町
社
協

　

☎
82
│
７
５
０
５

札
幌
東
川
会
の
方
か
ら
短
歌

　

札
幌
東
川
会
（
内
田
幹
秀
会
長
）
の

会
員
で
、
当
町
広
報
誌
を
毎
月
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
札
幌
市
西
区
の
佐
々
木
茂

さ
ん
（
81
）
か
ら
こ
の
ほ
ど
、
役
場
に

短
歌
二
首
を
添
え
た
葉
書
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
聞
に
掲
載
に
な
っ
た
旭
岳
初
冠
雪

の
写
真
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
思
わ
ず
よ

ま
れ
た
そ
う
で
す
。

『
胸
熱
く
故
郷
の
ニ
ュ
ー
ス
に
見
入
り

を
り
写
真
甲
子
園
大
雪
山
の
初
雪
』

『
八
月
の
稲
刈
り
の
ニ
ュ
ー
ス
に
思
ひ

け
り
秕
米
（
し
い
な
ま
い
）
食
（
は
）

み
し
敗
戦
の
年
』

体
育
の
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
く

　

10
月
12
日
、
東
川
町
体
育
協
会
は
町

（
通
称
・
基
線
道
路
）
の
西
３
号
交
差

点
に
待
望
の
手
押
し
式
信
号
機
が
新
設

に
な
り
ま
し
た
。

　

同
月
６
日
に
新
築
移
転
開
校
し
た
東

川
小
学
校
の
授
業
始
め
を
前
に
、
基
線

道
路
を
超
え
て
南
側
に
位
置
し
て
い
る

住
宅
地
、
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
か
ら
通

う
児
童
の
安
全
な
通
学
路
を
確
保
す
る

た
め
、
町
、
町
交
通
安
全
協
会
が
旭
川

東
警
察
署
に
強
く
設
置
要
望
を
挙
げ
て

い
ま
し
た
。

　

新
小
学
校
と
基
線
道
路
を
結
ぶ
町
道

の
歩
道
幅
員
も
３
・
５
㍍
に
拡
幅
し
、

児
童
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

除
雪
の
費
用
助
成
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

東
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

自
分
で
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
の
方
な
ど
の
た
め
に
自
宅
前
木
戸

道
の
除
雪
費
用
助
成
サ
ー
ビ
ス
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
所
定
の
申
請

書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

12
月
1
日
か
ら
来
年
３
月
31
日

民
運
動
公
園
で
体
育
の
日
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

町
内
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

　

①
国
士
無
双
②
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

Ｈ
ｉ
ｄ

ａ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
③
第
一
ソ
フ
ト
④
ニ
ュ
ー

パ
ワ
ー
北
町
３
丁
目
⑤
ハ
イ
パ
ワ
ー
26

⑥
西
区
町
内
会

母
と
女
性
教
職
員
の
つ
ど
い
を
開
き

ま
す

東
川
町
母
と
女
性
教
職
員
の
つ
ど
い

推
進
実
行
委
員
会

　

「
子
ど
も
の
心
の
発
達
〜
児
童
書
と

の
出
合
い
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
会
を

開
き
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
交

え
て
、
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
話
し
合
い

ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
（
金
）
午
後
６
時
20

　

分
か
ら

場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
新
東
小

　

に
隣
接
）

講
師　

旭
川
こ
ど
も
冨
貴
堂
店
長
、
福

　

田
洋
子
さ
ん

入
場
料　

２
０
０
円
（
当
日
券
あ
り
）

そ
の
他　

託
児
あ
り
（
無
料
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

事
務
局

　

の
川
守
田
さ
ん
（
第
一
小
内
）
☎
82

　

│
２
７
５
１
）

ア
ロ
マセ
ラ
ピ
ー
ル
ー
ム
の
開
講

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
り
ん
く

　

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ル
ー
ム
「
親
と
子

の
香
り
と
ふ
れ
あ
い
の
ひ
ろ
ば
」
を
開

①
北
５
線
東
10
号
、
「
原
田
宅
地
先
〜

奥
ゲ
ー
ト
」
区
間
（
１
・
５
㌔
㍍
）
は
、

11
月
13
日
（
木
）
か
ら
来
年
３
月
５
日

（
木
）
ま
で
②
「
ゲ
ー
ト
〜
奥
」
区
間

（
６
・
１
㌔
㍍
）
は
10
月
16
日
（
木
）

か
ら
来
年
５
月
14
日
（
木
）
ま
で
③
道

道
富
良
野
上
川
線
「
東
川
町
８
０
６－

43
〜
同
町
１
０
７
４－

83
ま
で
」
の
区

間
は
10
月
16
日
（
木
）
か
ら
来
年
５
月

14
日
（
木
）
ま
で
―
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
上
川
総
合
振
興
局

事
業
課
☎
26
│
４
４
６
１

講
師　

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
和
久
恭

　

子
さ
ん
（
旭
川
在
住
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

こ
こ
り

　

ん
☎
82
│
２
６
６
６

裁
判
員
制
度
の
名
簿
掲
載
通
知
を
発

送
し
ま
す

旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

来
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
方
に
対
す
る
通
知
（
名
簿
記
載

通
知
）
が
間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
ご
ろ
か
ら

28
年
２
月
ご
ろ
ま
で
の
間
に
裁
判
員
に

選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前

に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
積
り
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
通
知

に
よ
っ
て
す
ぐ
に
裁
判
員
候
補
者
に
選

ば
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
候
補

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
併
せ
て
調
査
票
を

送
付
し
ま
す
。

　

調
査
票
の
問
診
を
経
て
候
補
者
に
選

ば
れ
る
方
は
、
実
際
に
裁
判
所
に
出
向

く
必
要
が
生
じ
る
場
合
、
裁
判
の
６
週

間
前
ま
で
に
別
途
「
選
任
手
続
き
期
日
」

の
通
知
、
質
問
票
の
送
付
が
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
裁

判
員
制
度
に
関
す
る
情
報
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

http://www.saibanin.courts.go.jp/

道
道
の
冬
期
間
通
行
止
め

上
川
総
合
振
興
局

　

道
道
瑞
穂
東
川
線
（
北
５
線
道
路
）

が
冬
期
間
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
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子

育

て

の

妙

　

盛
岡
に
住
ん
で
い
る
娘
が
２
歳
に

な
っ
た
孫
に
断
乳
を
す
る
と
い
う
。

　

『
夜
中
泣
い
て
乳
に
吸
い
付
い
て

く
る
の
で
、
断
乳
す
る
と
子
は
泣
き

止
ま
ず
、
起
き
て
し
ま
っ
て
な
か
な

か
寝
付
か
な
い
。
す
る
と
自
分
も
寝

不
足
に
な
り
、
昼
間
睡
眠
を
と
ら
な

く
て
は
体
が
持
た
な
い
。
夫
も
仕
事

が
忙
し
く
、
な
に
せ
ワ
タ
シ
は
高
齢

出
産
の
身
。
無
理
は
で
き
な
い
（
確

か
に
、
娘
に
は
腎
盂
炎
と
い
う
や
っ

か
い
な
持
病
が
あ
る
）
。
つ
い
て
は

お
母
さ
ん
か
お
父
さ
ん
、
昼
間
寝
る

私
の
た
め
に
孫
の
こ
も
り
に
来
て
く

れ
ま
せ
ん
か
』
。

　

そ
ん
な
娘
か
ら
の
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
10
日
後
、
こ
の
季
節
集
中
し

て
忙
し
い
私
に
代
わ
っ
て
、
夫
が
孫

の
子
守
り
に
出
か
け
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
私
も
せ
め
て
娘
の
断
乳
の

苦
労
を
聞
い
て
あ
げ
よ
う
と
、
一
日

一
回
は
電
話
で
そ
の
様
子
を
聞
か
せ

て
も
ら
っ
た
。

　

娘
は
孫
に
「
２
歳
の
お
誕
生
ケ
ー

キ
の
ろ
う
そ
く
２
本
の
火
を
フ
ー
ッ

と
し
た
ら
、
オ
ッ
パ
イ
に
バ
イ
バ
イ

し
よ
う
ね
」
と
２
カ
月
ほ
ど
前
か
ら

話
し
て
い
た
と
い
う
。
「
で
き
る
よ

ね
」
と
言
う
と
「
デ
チ
ル
！
」
と
元

気
い
っ
ぱ
い
返
事
を
し
て
い
た
そ
う

だ
。

　

私
が
３
人
の
子
を
次
々
と
生
み
育

て
た
40
年
前
は
、
母
乳
育
児
と
い
う

も
の
が
今
ほ
ど
大
切
に
さ

れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

病
院
（
産
婦
人

科
）
で
は
母
乳

指
導
よ
り
も

ミ
ル
ク
を
与

え
る
ほ
う
が

優
先
さ
れ
て

い
た
し
、
私

も
何
の
疑
問
も

持
た
ず
に
、
乳
腺
炎

の
痛
さ
、
苦
し
さ
か
ら
、

母
乳
を
与
え
る
の
は
早
々
に
止
め
て

３
人
の
子
を
ミ
ル
ク
で
育
て
た
の

だ
っ
た
。

　

し
か
し
東
京
か
ら
転
勤
で
や
っ
て

き
た
友
人
が
、
病
院
で
は
な
く
、
昔

か
ら
の
産
婆
さ
ん
（
助
産
婦
さ
ん
）

の
や
っ
て
い
る
産
院
を
探
し
、
産
婆

さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
母
乳
育
児
を

し
て
い
る
の
を
見
て
、
少
な
か
ら
ず

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

「
こ
う
い
う
や
り
方
も
あ
る
の
か
」

と
思
っ
た
の
は
、
私
が
３
人
目
の
子

を
出
産
し
て
数
年
後
の
こ
と
で
も
あ

っ
た
。　

そ
し
て
現
代
で
は
、
オ
ッ

パ
イ
は
子
ど
も
自
ら

離
れ
る
ま
で
や
り

続
け
て
い
い
、

と
い
う
昔
な

が
ら
の
母
乳

育
児
が
見
直

さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
作
家

の
小
檜
山
博
さ

ん
も
、
７
歳
か
８
歳

ま
で
お
母
さ
ん
の
オ
ッ
パ

イ
を
吸
い
続
け
て
い
た
、
と
Ｊ
Ｒ
の

車
内
誌
エ
ッ
セ
イ
に
書
い
て
い
た
。

　

娘
の
話
で
は
、
男
の
子
は
長
く
飲

ま
せ
て
い
た
方
が
い
い
、
と
い
う
人

さ
え
い
る
と
い
う
。
が
、
と
に
か
く

「
こ
う
あ
ら
ね
ば
」
と
い
う
呪
縛
に

と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
「
こ
う
も
あ

り
」
「
あ
あ
も
あ
る
」
ぐ
ら
い
の
ゆ

る
さ
加
減
で
い
く
の
が
子
育
て
の
妙

な
の
だ
と
思
う
。

　

さ
て
、
娘
が
断
乳
を
始
め
て
み
る

と
、
幼
子
は
寝
て
い
て
も
無
意
識
に

母
の
胸
に
口
を
持
っ
て
く
る
。
け
れ

ど
「
２
歳
に
な
っ
た
ら
。
ろ
う
そ
く

フ
ー
ッ
し
て
オ
ッ
パ
イ
バ
イ
バ
イ
ね
」

が
よ
ほ
ど
幼
子
の
心
に
刷
り
込
ま
れ

て
い
た
の
か
、
不
憫
に
思
っ
て
「
オ

ッ
パ
イ
あ
げ
よ
う
か
」
と
言
う
と
、

眠
り
な
が
ら
泣
き
な
が
ら
「
デ
チ

ル
！
」
と
言
っ
て
吸
い
付
い
て
こ
な

い
の
だ
と
い
う
。
幼
子
と
い
え
ど
も

あ
な
ど
る
こ
と
な
か
れ
。
２
歳
に
は

２
歳
の
意
地
と
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
ら

し
い
。
母
も
子
も
〝
断
乳
〞
と
い
う

子
育
て
の
峠
で
必
死
に
頑
張
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
「
今
が
い
ち
ば
ん
か

わ
い
い
よ
！
」
と
い
う
娘
の
言
葉
に

引
か
れ
て
、
今
月
は
孫
た
ち
に
会
い

に
出
か
け
よ
う
。

子

育

て

の

妙

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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肺
炎
は
４
年
前
か
ら
日
本
人
の

死
亡
原
因
の
病
気
第
３
位
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
中
で
も
65
歳
以
上
原
因
の
第

１
位
を
占
め
て
い
る
の
は
肺
炎
球

菌
に
よ
る
肺
炎
で
す
。

　

肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
、
髄
膜
炎
、

中
耳
炎
な
ど
を
起
こ
す
細
菌
の
一

種
で
す
。
人
の
鼻
か
ら
の
ど
の
あ

た
り
に
住
み
つ
き
、
風
邪
や
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
な
ど
で
体
の
抵
抗
力

が
衰
え
た
時
に
、
身
体
の
中
に
侵

入
し
て
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
常
在
菌
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

あ
る
研
究
に
よ
る
と
、
日
本
人

の
１
歳
半
の
小
児
で
は
約
半
数
、

高
齢
者
で
は
３
‐
５
％
の
人
に
住

み
つ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
抵
抗

力
が
衰
え
た
時
、
何
か
の
き
っ
か

け
で
こ
の
菌
が
耳
や
の
ど
か
ら
入

れ
ば
、
中
耳
炎
や
髄
膜
炎
、
ま
た

気
管
や
肺
に
入
れ
ば
肺
炎
を
起
こ

す
原
因
と
な
り
ま
す
。
ペ
ニ
シ
リ

ン
な
ど
抗
生
物
質
に
よ
っ
て
治
療

出
来
ま
す
が
、
近
年
抗
生
物
質
が

効
か
な
い
種
類
の
菌
、
耐
性
菌
が

増
え
て
き
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
が
起
こ
り

や
す
い
の
は
、
３
歳
未
満
の
幼
児

と
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

感
染
に
よ
っ
て
、
小
児
で
は
敗
血

症
（
45
・
６
％
）
、
髄
膜
炎

（
29
・
１
％
）
、
肺
炎
（
18
・
９

％
）
の
順
に
多
く
発
症
し
、
成
人

で
は
肺
炎
（
46
・
７
％
）
、
敗
血

症
（
25
・
０
％
）
、
髄
膜
炎

（
17
・
３
％
）
の
順
に
発
症
し
て

い
ま
す
。

成
人
の
２
割
以
上
、
小
児
の

１
％
が
死
亡
・
重
症
化

　

成
人
の
発
症
例
で
は
、
22
・
１

％
が
死
亡
、
８
・
７
％
の
患
者
で

明
ら
か
な
後
遺
症
を
残
す
結
果
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
が
ん
、
糖
尿

病
、
心
臓
疾
患
な
ど
の
病
気
が
あ

る
人
が
感
染
す
る
と
重
症
に
な
り

や
す
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

　

小
児
の
死
亡
率
は
１
・
４
％
、

後
遺
症
は
２
・
８
％
で
、
大
人
と

比
べ
て
少
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

大
人
に
比
べ
て
「
も
と
も
と
病
気

が
あ
る
場
合
が
少
な
い
」
「
保
護

者
が
身
近
で
観
察
し
て
い
る
た
め
、

重
症
化
へ
の
対
応
が
早
い
」
「
耐

性
菌
が
少
な
く
治
療
効
果
が
高
い
」

な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
は
特
殊
な
膜
（
き
ょ

う
膜
）
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
ヒ

ト
の
体
内
で
通
常
は
殺
菌
さ
れ
に

く
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
ヒ
ト
の
体
内
に

き
ょ
う
膜
を
攻
撃
対
象
と
し
て
認

識
さ
せ
る
抗
体
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
体
内
に
肺
炎
球
菌
が

入
っ
て
く
る
と
細
菌
を
攻
撃
し
て

殺
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
。

　

肺
炎
球
菌
の
き
ょ
う
膜
に
は
93

種
類
の
異
な
る
型
が
あ

り
ま
す
が
、
重
症
の
肺

炎
を
起
こ
す
原
因
の
約

７
割
を
占
め
て
い
る
23

種
類
に
対
応
し
て
、
肺

炎
球
菌
が
原
因
の
感
染

症
予
防
や
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

残
念
な
が
ら
残
り
約
３

割
の
型
と
肺
炎
球
菌
以

外
の
原
因
に
よ
る
肺
炎

は
予
防
で
き
ま
せ
ん
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
は
、

副
反
応
と
し
て
接
種
部

の
腫
れ
、
痛
み
を
伴
う

こ
と
が
多
く
、
発
熱
や
だ
る
さ
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
通
常
は
２
、
３

日
で
治
ま
り
ま
す
。

　

効
果
は
５
年
ほ
ど
で
低
下
し
ま

す
。
接
種
後
５
年
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
は
、
再
接
種
を
検
討
し

た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
５
年

未
満
に
再
接
種
す
る
と
、
接
種
部

の
腫
れ
、
痛
み
な
ど
副
反
応
が
強

く
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
前

回
接
種
し
た
日
時
を
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

町
立
診
療
所
副
所
長　

古　

川　

倫　

也

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
効
果

第15回
૝
Ჭ
Ɯ
๏
ໂ
ƚ

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
効
果

定
期
接
種
が
可
能
に
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン　
（
そ
の
１
）

定
期
接
種
が
可
能
に
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン　
（
そ
の
１
）

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
の
水
痘
（
す
い
と
う
）
＝
水
ぼ
う
そ
う
＝
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
が
10
月
か
ら
定
期
接
種
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
ワ
ク
チ
ン
は
い
っ
た
い
ど
ん

な
病
気
の
予
防
に
効
く
の
か
、
そ
の
効
果
を
２
回
に
分
け
て
お
話
し
ま
す
。
今
回
は
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
お
話
で
す
。
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【11月分】

※会場は保健福祉センターです（２歳ふれあいルームは子育て
　支援センター、メディカルミュージアムは町民室）

６日㈭
７日㈮

11日㈫
17日㈪

18日㈫
19日㈬
20日㈭

27日㈭

6日㈭
8日㈯

13日㈭
14日㈮
18日㈫

20日㈭
26日㈬

28日㈮
29日㈯

11月の行事
第24回少年剣道東川大会（前９時、Ｂ＆Ｇ海洋センター）
第38回上川管内道民芸術祭、第42回上川管内中央部芸術
祭（正午、農村環境改善センター）
東川小学校等落成記念筝、三絃、尺八コンサート（後２時、
地域交流センター交流プラザ）
森林療法シンポジウム（後１時半、森林体験研修センター）
開拓120年記念式典（後６時、農村環境改善センター）
町議会第９回臨時会（前９時半、議場）

３日㈪
９日㈰
　

15日㈯
　

22日㈯
25日㈫
28日㈮

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

児相巡回相談
ごっくん教室
乳幼児健診

（通知者以外は14:30～）
メディカルミュージアム
旭川がん検診センター特定健診、がん検診送迎
健診　
栄養教室
骨盤底筋体操教室
、21日（金）　特定健診、がん検診集団検診（旭
川厚生病院）
２歳ふれあいルーム（子育て支援センター）

13:00～14:00
13:15～

14:00～15:00

7:50集合
10:00～13:00
10:00～11:30

9:00～12:00

【12月分】
５日㈮
８日㈪
16日㈫

もぐもぐ教室、乳幼児健診　
じっくり子育て相談、移動献血車来庁
栄養教室

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共

○３日㈪まで
　▶第44回東川町民総合文化祭作品展
○８㈯～９日㈰
　▶第37回上川管内道民芸術祭
　▶第41回上川管内中央部芸術祭
○11日㈫～27日㈭
　▶三軌会写真部北海道支部展
○29㈯～12月13日㈯
　▶第26回ＭＯＡ美術館東川児童作品展
　▶後藤昌美写真展「森と水の刻　阿寒・摩周」
　▶第23回林忠彦賞受賞記念写真展
　▶第二小学校親子ふれあい写真展
※４日㈫～７日㈮、10日㈪、28日㈮は展示準備のため休館

カラダ美楽クラブ……………
ここ研サタデー………………
ここりん自習室……………………………
親子と子の香りとふれあいのひろば
健康体操教室…………………
ここりん研修会　あさ………
　　　　　　　　よる………
カラダ美楽クラブ……………
ハーブ＆アロマな時間………
おとなり会…………………………
健康体操教室…………………
みんなごはん…………………
かぜのこくらぶ（子どもの遊び場）

文化ギャラリー
東町1丁目19-8

○7日㈮まで
　▶伊藤直哉さん剪画展「花」
○10日㈪～12月５日㈮
　▶伴友里絵さん（東川）油彩画展「～幻想～」

笑味ちゃん家（JAひがしかわ）
西町1丁目5-1　☎82-2121

インフォメーションインフォメーション

＜親子遊び体験教室＞
28日㈮
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
4日、5日、10日、11日、12日、17日、18日、19日、25日、26日
★25日㈫午後開放（０～１歳児）………………13：00～15：00
会場は幼児センターです

テーマ「落ち葉制作」…………………

10:00～11:30
10:00～12:00
14:00～16:30
10:00～11:00
10:00～11:00
10:00～11:30
18:30～20:00
10:00～11:30
10:00～11:30
14:00～15:00
10:00～11:00
11:00～13:00
14:00～16:00

※体操教室（12月分）の申し込みは25日㈫から窓口、電話FAXで。

10：00～11：30


